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图 二 注意 @ 
@STORY @ 
但 ゲ ー ム を 始め る 前 に @ 
人 @ 戦 略 モ ー ド ® 
⑧ 艦 隊 戦 モー ド 图 
る ⑧ 惑星 戦 モ ー ド 图 
人 @ 開 発 後記 @ 


@T&E SOFT ユー ザー ズクラブ の ご 案内 @ 


① こ の ソフ トウ ェ ア お よび 取り 扱い 説明 書 は 、 そ の 一 部 また は 全部 
を 当社 に 無断 で 複写 。 宰 製 する こと 、 お よび レン タル 楽 、 も し く は 
それ に 類似 する 行為 に 使用 する こと は 、 法 律 (著作 権 法 ) で 厳し く 
禁止 され て いま す 。 

② こ の ソフ トウ ェ ア の サポ ー ト は 、 説 明 書 に 添付 され て いる メン テ 
ナン スカ ー ド を お 送り いた だ いた 学 の み を 対象 と させ て いた だ き 
ます 。 メ ン テ ナ ンス カー ド は 必 机 事項 を 記入 の 上 、 当 社 ま で ご 返送 
くだ さい 。 

③ 取 り 扱 い 上 の 事故 に よっ て 起動 不可 能 に な っ た ディ スケ ッ ト に つ 
きま し て は 、 一 校 1.500 円 (送料 ・ 手 数 料 込 み ) に て 交換 いた し ま 
す 。( 醤 メン テ ナ ン ス カー ド 登 録 。) 

④ 製 品 に は 念 全 を 期し て お り ま す が 、 紀 一 当社 の 綱 任 に よる 不都合 
が あり まし た ら 、 当 社 ま で ご 運 絡 くだ さい 。 
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スト ー リ ー2 ド ゥ ル ガ ー の 記 
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スト ー リ ー 5 ソー マ の 杯 





選 と 化し て いた アモ ー ガ を 














ア ・ ミ ター パ は 妻 を マー 
ら わ れ た も の と 勘違い し 
リ を 追い 続け 、 





クリ シュ ナ は 間 の 市 
場 に て マー タリ か ら 











ーー ク | ョ ー は 助手 と じ 

e.g [| て 雇っ て いた ラテ ィ ー 
\ に ソー マ を 盗ま れ 、 
ヽ 女 を 追う 















クリ シュ ナ は 傷つい た 
ル シ ャ ナ の 艦隊 を 修理 
し 、 ヴ リト ラ 迎 撃 用 の 
0 M 砲 を 与え る 
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Sbhtlt, PE-HOK 
隊 の エー スパ イロ ッ ト だ っ 









スト ー リ ー4 
アス ラ の 血 流 
for MSX 


トナ は 親友 ラー ヴ 

ナ に 裏切ら れ 、 そ 
の 真相 究明 の た め 、 
ラー ヴァ ナ を 追う 
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BB CHEOASEIC 
強め て ゆ ぐ 。 
夕凪 は 、 に わが に 都市 の 熟 気 と 喝 騒 を 際 立 だ せる 。 
都市 を 見 下ろし て 建つ 、 BABE スト ウー バ 
その 中 腹 ら 枝 の よう に 突き 出し た 空中 庭園 に 、 一 人 

の 老人 が だ だ ずん で いる 。 
B\CHBCSDEROMICIS, ERODE CHSRBOBVSANTCNVE 
「 だ つた だ 三 日 、 だ つ だ 三 日 で 、 わ し に どう し ろ と いう の だ 。」 
老人 は 、 悲 し み と 慎 り の 入り 混 じ つ だ 言葉 を は きだ し だ 。 
「 我 ガ が アル ジ エ ナ の 民 、 二 十 信 を 救う 術 は も う 残 され て は いな い 。 な ら ば 、 
ご の まま 何 も 知ら な いま ま 滅 び だ ぼう が 、 彼 ら に と つて 幸せ な の が 
USL\DDEILD, BASCMBEBO CS. 
老人 の 眼 は 、 足 元 で 上 略 い 光 を 放つ 都市 お ら 湯 人 へ 、 そ し て 暗く 閉ざさ れ だ 空 へ 
と 移さ れ だ 。 
BREE, Aba OD Fait 7 、 お 早く 。」 
老人 の 背後 に 、 従 者 らし き 男 が 現れ て 声 を ガ け る 。 
視線 を 虚空 に 向け た まま 、 老 人 は 従者 に 語り ガ け だ 。 
「 の お 、 プ ル シ ヤ よ 。」 
「 は つ 、 な ん で ご ざい まし よう ガ 。」 
魔 信 を みた こと が ある が や 」 




































































プル シヤ と 呼ば れ だ 従者 は 、 怪 げん そう に 尋ね だ 。 
「 そ うだ 。 神 だ 。」 
「 い え 、 わ だ ぐし は 神 も 魔神 も 見 だ こと は ご ざい ませ ん 。 そ れ が 何 ガ 。」 
neo そう だ な 。」 
老人 は それ だ け 言 うと 、 眼 を 閉じ て 深 < 息 を 吐き 出し て がら 振り 返り 、 そ の 
まま 塔 の 中 へ 歩い て いつ だ 。 
マウ トレ ー ア 歴 3721 年 。 一筋 の 閑 光 と と も に 








つの 惑星 が 銀河 ら 克 を 消し 














ウト レー ア 暦 3722 年 。 ヴ ィ シ ユ ヌ 銀河 に は 、 が つて の 繁栄 の 姿 は 微塵 も な 
DDE. ECICHSBOA, MBCHLHC, SSH SHOX. 
UFFSROKECES CRICERL CZE1TYVED—SGBlk. EO 
PIVVIFOBRBC REY ROBRACKO, EOBESRBCCBCRI< 
を 迎え だ 。 PHOSBREKOAC<, EPARMOMBCKDICRADDEE 





















































残さ れ だ 人 々 は 、 ご の 荒廃 の 影 に 洪 お 破壊 者 の 姿 を 見 だ 。 
シヴァ ・ ル ド 元帝 国 宇宙 軍 総 司令 。 


























STORY] for PC-8801mkIISR 
ヴ リ トラ の 炎 〈 ル シャ ナ ・ パ ティ ー)〉 


辺境 星系 スー トリ は 、 帝 国 崩 壊 後 も 唯一 平穏 を 保つ 

て いる 星系 で あつ だ 。 そ を それは 、 銀 河辺 境 と いう 地の利 

も さる こと な が ら 、 司 政官 を 務め る “ ル シ ャ ヤナ ・ パ テ 

イィ イー" の 行政 に よる と ころ の も の で あつ だ 。 彼 は 、 宮 星 

アル ジェ エナ 消失 後 、 だ だ ち に 中 央 と の ナー サテ ィ ア 豚 

路 を 閉鎖 し 、 同 時 に 通信 管制 を 敷 ご こと に よ つ て 、 星 

系 を 完 至 に 孤立 させ だ 。 大 然 の 了 弧 立 に 多少 の 混乱 を き 

だ し だ た 大 星 も あつ だ が 、 上 自 結 体制 が 確立 する に し だ が / 

つて 徐々 に 平穏 を 取り 戻し て いつ だ 。 そ れ と 同時 に 、 ル シャ ヤナ は 中 央 の 情報 収 
集 の だ め 、 幾 度 ガ 特使 を 派遣 する が 、 い ずれ も 無事 に 帰 選 で きだ 者 は いな ガ つ だ 。 
星系 は その 強大 な お 防衛 網 に よ つ て 、 外 おら の 侵入 を 確実 に 阻止 し て い だ 。 し 
ガ し 、 ル シヤ ナガ が 絶大 の 信用 を お いて い だ そ の 防衛 網 も 、 突 桂 月 れ さ る 日 が 来る 。 


































































































ヴ リ トラ ME RMVB+ GRGTEMES\ATAMWA, ARIA SS 
化し な が ガ ら も 常時 数 km に も 及ぶ 。 体 内 お ら 発する 放電 光 に よ つ て 、 唯 一 その 次 
を 外界 に さら し 、 半 透明 の 巨大 な 黒 章 を 思わ せる 。 

ヴ リ トラ は 炊 々 と 防衛 艦隊 を 呑 込み 、 統 治 惑 星 ベ レナ ス を 目指 す 。 悪 星 ベ レ 
ナス に 降り 立つ を ヴ リ トラ は 、 都 市 の 破壊 を 繰り の 返し 、 エ ネル ギー 吸収 に よ つ 
て さら に 巨大 化し て いつ だ 。 体長 が 数 十 km に 及 ん だ ころ 、 ヴ リト ラ は 突然 破壊 
を 停止 し 、 青 白い 放電 光 を 惑星 の 中 山 に 向け て 放ち 始め だ 。 そ れ と と も に ヴ リ 
トラ は 縮小 を 始め 、 そ の 体長 が 数 km に 戻る ころ に は 、 悪 星 の コ ア CH lt 
異常 発達 を 起こ し 始め て いた だ 。 数 時 間 後 、 惑 星 ベ レナ ス は その 短い 一 生 を 終え 、 
無数 の 小 司 に 寝 を 変え 宇宙 空間 に 漂っ て い だ 。 一 つの 人 工 有 機体 と と も に 。 | 

統治 惑星 ベレ ナス を 失 つ だ こと に よ つ て 、 量 系 スー トリ も 他 の 星系 同様 、 混 
池 の 海 に 呑 込ま れ て いつ だ 。 




























































































ヴ リ トラ の 務 来 に よ つ て 、 尋 約 者 ラー ナ と 惑星 ベレ ナス を 失 つ だ ル シ ャ ヤナ は 、 
脱出 膝 に て 宇宙 空間 を さま よ つ て い だ 。 そ し て 、 僅 ガ に 生き 残 つ だ 防衛 艦隊 に 
救助 きま ね る 。 ル シヤ ナ は この 数 少な い 有 艦隊 を 率い 、 ヴ リト ラ へ の 復讐 を 故 う が 、 
洗 艦 の 損傷 は 予想 以上 に 大 きぐ 、 ま だ それ ら を 補修 すべ き 安 皿 の 地 は 、 す で に 
旦 系 スー トリ に は な ガ が つ だ 。 
ル シ ヤ ナ は ヴ リ トラ を 捜し 求め 、 惑 星 べ E 確 に は お つて 存在 し 
だ と いう べき だ が … 人 へ と 向 サ つ だ 。 し が し 、 そ ご こ ご で 彼 が 和 目 こ に し だ の は ヴ リ 
トラ の 次 で は な ぐ 、 帝 国 の それ と は 明らか に 異 錦 の 大 艦隊 で あつ だ 。 当 然 の ご 






























































と ご 、 認 識 信号 も 発せ られ て いな い 。 ル シヤ ナガ が 戦闘 
体制 を こつ だ 直後 、 そ の 艦隊 と の 交信 回 線 が 開け だ 。 

その 艦隊 の 総司 令 記 は "ウリ シコ ユナ ・ シ ャ ー ク "と 
名 乗っ だ た 。 ヴ リト ラ は 、 イ ンド ウゥ ー ラ 帝国 繁栄 の 基盤 
と も な つ だ 超 波動 力学 の 産物 で 、 シ ヴァ ・ ル ドラ に よ 
つて 和 創造 さま れ た 。 そ し て 、 シ ヴァ ・ ル ドラ は ヴ リ トラ 
の 実験 宮 星 に ベレ ナス を 選ん だ 。 フ リ シ ユ ナ は この 情 
RERAL. TIKDSIBD CRENUIAAREDM, 
GSR REN ACFSSED SSE CU 
だ 。 ク リ シ コ ユナ は 、 ル シャ ナ が ヴ リ トラ を 追 つ て いる こと を 聞こ と 、 同 行 の 補 
修 貼 に て ル シ ヤ ナ の 艦隊 を 補修 し 、 ヴ リト ラ 迎 撃 用 と し で OM 砲 を ル シ ヤ ナ の 
艦 に 装着 し 去 つ て いつ だ 。 ご の 間 ル シャ ナ は 、 幾 度 と な こく フリ シコ ユナ に 面会 を 
求め る が 、 ク リ シ ュ ナ は が ガ が だこ な に それ を 拒絶 し だ 。 し が か し 、 ル シャ ナ に と つっ つ 
て 敵 で な いこ と は 確 が だ つ だ 。 







































































数 ケ月 後 、 惑 星 ト ラン トラ ン の 成層 園 に て 、 ル シャ ナ の 復 創 の 炎 と 化し だ 〇 
M 克 が 、 ヴ リト ラ の 巨体 を 買 き 、 そ の 凶悪 な 人 工 有 機体 は も と の 無機 質 な 雇 こ 
な つて 、 成 訂 圏 を 覆 つ だ 。 ル シヤ ナ は 、 ヴ リト ラ と 天星 トラ ント ラン の 関係 を 
箇 ぐ みて 、 単 身 感 星 ト ラン トラ ン へ の 潜入 を 試み る 。 

惑星 トラ ント ラン は 、 銀 河 全 域 に は び こ る 密教 "リコ ユカ ー ン 教 " の 総本山 で 
あつ だ 。 ご の 惑星 の 全て の 住民 は 狂信 的 な | リ ユ カ ー ン 教徒 で あり 、 お あり が らい 
け に え の 儀式 の 真 最 中 で あつ だ 。 役 ら の あがめ る 神 “アス ラ " の 生け こえ と し 
て 、 壇 上 に は 一 人 の いけ に え が 察 られ て い だ 。 そ し て 、 そ こ で ル シ ャ ヤナ は 思わ 
人物 を 目撃 する 。 シ ヴァ アァ ・ ル ドラ 、 彼 は 教祖 の 一 人 と し て 、 こ ご この 儀式 を 取り 
仕切 っ て い だ 。 

儀式 は 数 十 万 リ ユ カ ー ン 教徒 の 、 巨 大 な うめ き と も 思わ れる 異様 な 呪文 に 名 
まれ 、 最 後 の 時 を 迎え よう と し て いた だ 。 既 に アス ラ の 力 は いけ に え に 及 び 、 男 
は 初め て 体験 する 形容 し が だ い 苦 痛 に 顔 を ゆがめ て い だ 。 MLE REM 
つぐ し 、 中 央 に 立つ シヴァ ・ ル ドラ が ガ ら は 更に 赤い 影 が 立ち の ぼり 、 そ の 姿 は 
悪魔 以上 の 凶悪 な 何 ガ を 連想 を せる に 充分 だ つた 。 

ル シ ャ ヤナ は 上 空 に 待機 する 艦隊 に 、 ビ ー ム 砲 

ORAZ. MM CREMD AIC. KE-LD 

MIRTH OBE ROSES. (At MR< AK 

徒 達 の 修羅 場 と 化し だ 。 混 乱 に 乗じ ピ じ 、 ル シャ ナ 

ほ は いけ に えと な つて い だ 男 を 助け 、 シ ヴァ ・ ル 

ドラ を 追う が 、 既 に 彼 の 容 は 感 星 トラ ント ラン 
だ つっ だ 。 
























































































































































ROSNERRD IIN—VACRRVOSCCEHO, MREBONREE 
SYR SUVIZWOBUVEA. RIAD KOS ORBRCEO. HMOSNNORcCSa 
DTLEDE. UDLMlATORB(CT. VIN-VRASF OT 1 PRES 
と 関係 の ある こと を つき と め て い だ 。 

そし て ル シ ャ ナ は 、 ラ トナ と と も に シヴァ ア ・ ル ドラ を 追 つ て 、 ナ ー サ ティ ア 
双 惑 星 へ と 向 か つ だ 。 

















STORY2 for FM-77AV 
画 ド ゥ ウル ガー の 記憶 〈( ア ・ ミ ター ババ) 


" ア ・ ミ ター バ パ " 、 彼 は 誤 星 エン タナ の 買 族 記 家 の 
跡継ぎ で ある 。 い や 、 正 確 に は 跡継ぎ で あつ だ 。 と い 
SXNEESSA. BEPIDVIF BRE BEIDY 
FOOD RLS RC REG. ERICRNMBEHE 
持 し て い だ ア 家 も 、 そ の 栄華 に 終止 符 を 打つ だ 。 そ れ 
を 決定 づけ た の が 、 帝 国 宇宙 艦隊 と “SOOO BR’ & + 
呼ば れる 宇宙 海賊 の 襲来 で あつ だ 。 惑 星 ア ル ジ エ ナブ 消 

の 数 ケ月 後 、 そ の 混乱 に 油 を 注ぐ が の よう に 、 数 十 
隻 の 帝国 宇宙 艦隊 が 惑星 エン タナ を 柚 蝶 し だ 。 時 を 同じ こし て 、 そ の 帝 5 
AER 5B DC HOO HIMMLER LV OSS SPB CS RIO BR 
COMBCIKLLE. DO CHBFBEO-SEML CL VERBIVOFS FB 
隊 は 、 既 に その 統制 を 失い 、 ご の 二 つ の 勢力 の 前 に 全く の 無力 で あつ だ 。 

ア ・ ミ ター バ は ご この 混乱 の さ な ガ が 、 ア 家 の 朋 隊 を 率い て 惑星 エン タナ を 脱出 
する が 、 要 サテ ィ ー を 乗せ だ 笑 は 攻撃 を 受け 、 艦 隊 か ら 離 脱し て し まう 。 ア ・ 
ミタ ー バ は 要 サテ ィ ー を 乗せ だ 艦 を 捜し 求め る が 、 紫 苑 の 潤 賊 に 捕獲 され だ と 
いう 情報 し ガ 得 られ な が つた だ …… の oo… 



























































































































































g 星 域 、 惑 星 マ トゥ ラー の 北 780 万 km、 ア ・ ミ ター バ の 眼前 に は 、 彼 の それ 
より 圧倒 的 大 多数 の 脆 隊 が 、 不 気味 に 横 だ わ つ て いた だ 。 FRIED EB, 
ミタ ー バ ガ が 永く 銀河 を 捜し 求め だ 

ア ・ ミ ター バ は 和 め 死に 交信 を 試み る 。 数 回 の 試み の 後 、 サ プス フリ ー ン に は 
お よそ 海賊 と は が ガ が け は な れ 友 、 色 白 の 端正 な 顔 だ ちの 若い 男 が 、 位 が な ン イ ズ 
を 混 じ え て 映し 出さ れ だ 。 

「 私 は "マー タリ ・ シ コ ユ バ パ バン" 。 あ な だ 達 が 紫苑 と 呼ぶ 海賊 の キヤ プ テ ン … 
-用 、 珍 し い お 人 だ 。」 

思わ ぬ 丁 陣 な 言葉 使い こと 、 そ の 容 次 に 一 瞬 戸 惑 つ を た ア ・ 三 ター パ で あつ だ が 、 
思い 出し だ よう に 叫ん だ 。 

「 サ ティ ー を 返せ ! | お まえ が 連れ 去 つ だ 私 の 婦 だ 。 知 らん と は 言わ むせ ぬ ぞ 
la 

スク フリ ー ン の 中 の 顔 は 僅か に 笑み を 浮 べ 、 そ し て 静 が に 答え だ 。 

「 私 びあ な た の 雪 を 奪 つ た 馬鹿 な ご と を 持 、 女 な ん さら つ て 
も 売り 物 に も な ら な いこ ご と は 、 あ な だ も ご 存 知 で し よう 。 例 の 人 工 有 機体 が 渦 
ml CRIA S105 
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は 鉱石 船 専門 あれ は 、 す ぐ 金 に な りき 
「 ぶ ざけ る な つ 1 |」 ア ・ ミ ター バ パ は 吐く よう に 言 つ だ 。 
「 だ つ だ ら 、 な ば ぜ ば 、 な ぜ 私 の 星 を 藤 つ だ 。 な ぜ エ ンタ ナ を 襲 つ だ 。」 
RST 、 あ あ 、 あ の 時 で す ガ 。 あ れ は 違い ます よ 。 私 は 帝 
ONERREIB DS CUE EID Cree だ いだい 、 結 果 的 に は 私 が 帝国 の 船隊 を 蹴 英 
らし 、 あ な た だ の 惑星 を 救 つ を こと に な る ん じゃ な いで す ガ 。 感謝 
海賊 マー タリ ・ シ コバ ン は 言葉 の 途中 で な に ガ が を 
思い 出し を よう に 、 一 瞬 品 を つぐ み 、 そ し て 続け だ 。 
「 そ うい えば 、 あ の 時 、 シ ヴァ ・ ル ドラ の 有 艦 が 小 
STARE ME EE LT VE 
「 そ れ だ つ 。」 ア ・ ミ ター バ は 叫ん だ 。 
「 は つ は つ 、 そ りゃ 一 傑作 だ 。 ち よう ど 今 、 奴 の 
星 を 襲 つ て きだ と ころ だ 。 ほ ら 、 あ そこ に 見 える 
マー タリ の 指 さ す 方 向 に 、 米 粒 大 に 見 える 完 
トゥ ラー が 、 赤 ご 鈍い 光 を 放つ て い だ 。 
ュ マ ー タ リ は 笑い を お さえ な が 










































































ら 言 葉 を 続け だ 。 

"SES, DBEDEODRWAMRCE, REV 
トゥ は 簡単 に 攻略 で きま す よ 。 シ ヴァ ア ・ ル ドラ も と ん だ 災難 だ 。」 

マー タリ は 言い 終わ る と 、 大 声 で 笑い は じ め だ 。 そ し て 、 そ の 屈託 の な い 笑 
顔 は 、 ア ・ ミ ター パ バ を 信用 させ る に 計 分 だ つ な ………… 
























































ー タ リ の 言葉 ご お あり 、 ア ・ ミ ター バ が 惑星 マト ウゥ を 占領 する の に 、 だ 
いし て 時 間 は が が ら な が つ だ 。 そ し て 、 シ ヴァ ア ・ ル ドラ の 傍ら に 立ち 尽く す 、 
雪 サ ティ ー と の 再会 を 果 だ す 。 し が し 、 愛 する 雪 サ ティ ー は 、 舞 表情 に ア ・ ミ 
ター バ を 見 詰め る だ け だ つ だ 。 ア ・ ミ ター バ は 憎む べき シヴァ ・ ル ドラ に 、 〇 
M プ ラス ター を が まえ 言い 放つ だ 。 

ee に こ 何 を し だ 。……… ま つ 、 ま さ が O 〇 OM ユニ ツ ト を 。」 

・ ミ ター バ の 言葉 が 終わ る と ぼぼ 同時 に 、 突 然 サ ティ ー の 
enemas 台 め 、 数秒 後 に は この 世 ガ が ガ ら その 姿 を 消し 去 つ て い 
だ 。 〇 OM ユニ ッ ト を 埋め 込ん だ サテ ィ ー を 抹殺 する に は 、 シ ヴ 
ア ・ ル ドラ の 指 一 本 で 充分 事 が 足り た 。 
ター バ は 狂 つ を よう に OM ブラ スタ マー を 連射 する が 、 既 に 一 面 が 赤色 
まれ 、 シ ヴァ ・ ル ドラ を 捉え る こと は 不可 能 だ つ だ ………… 
















































































アア ・ ミ ター パパ は 、 ナ ー サ ティ ア 双 惑星 べ 向 か つて で てい だ 。 

彼 は あの 時 以来 、 う だ だ 寝 の 時 に 決ま つて ある 女 の 声 を 耳 ご する よう に な つっ 
ご 。 無機 綿 な 女 の 声 は 、 役 の 意識 の 奥深 くに 侵入 し て こる 。 

「 わ だ し は ドゥ ウル ガー。 ナ ー サ ティ ア 双 悪 星 で お 待ち し て ます 。」 
















































































サテ ィ ー の 次 を 振り 切る が の よう に 、 
マト ゥ ラー で の 申 礁 に よ つ て 、 巨 2 
SCENE, そし て つぶ や い だ 。 





























STORY3 for X1 
田 二 ル ヴ ァ ー ナ の 試練 〈( ア モー ガ ・ シ ッ デ ィ )〉 


* ア モー ガ ・ シ ツ デ ィ " は 、 帝 














国 宇宙 軍 の 艦長 を 務 
国 宇宙 軍 が ガ ら すれ ば 、 

















め て いた だ 。 艦長 と は いつ て も 、 帝 

非常 に 小 規模 の 、 ど ご どこ に で も ある 
任 き まれ て いる に すぎ な が つた だ 。 

帝国 の 崩壊 後 、 そ の よう な 艦隊 

実際 に は 、 総 て シヴァ 

つて い だ の だ が 、 音 地 で 内 

友 。 し ガ し 、 ア モー が ガ は その 戦乱 




















よう な 小 き な 艦隊 を 





は 様々 な 派閥 に 統合 
・ ル ドラ の 乱 が が が 
各 を 引き 起こ し て い 








に 背 を 向け ラテ ィ Wwe リグ コ 








ーー" と いう 女 を 追 つ て い だ 。 ご の 


ご そ 、 惑 星 ア ル ジ エ ナ 消 失 の 鍵 を 握る 者 … 














が つる の イシ ドウ 帝国 皇帝 ・ 
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プル シヤ が ら 、 そ う 間 ガ さ れ て い 


だ 。 








アモ ー ガ の 操る 、 元 帝国 宇宙 
ル ヴ ァ ー ナ "と 呼ば れる 生体 コン 
ーッ スズ ペー ナ に まっ て コン トロ ー 
プ ブラッ クボ ックス と され 、 そ の 開 











の 最新 鋭 ア ジ ナ ー 級 戦艦 ラー ジャ ヤ に は 、“ 二 
ピュ コー タ が 搭載 され 、 総 て の シス テム が その 
ル さ れ て い だ 。 ご の ニル ヴァ アー ナ は 、 人 至 ぐ の 
発 に 携わる 一 部 の エン ジニ ア 以 外 に 、 そ れ を 














に し だ 者 は な が つ だ 。 だ だ 、 超 

















能力 を 持つ と いわ れる 少数 民族 、“ ス ー ラ 族 * 








の 遺伝 子 操作 に よ つ て 生ま れ だ バ パイ オ ご CU が 、 中 桜 を 成 し て いる と いう 報告 














の み が 、 帝 国 科学 技術 院 が か ら 公 











TIANA Th be 
ニル ヴァ テー ナ は 、 し わが れ だ 佐 


表 き れ で い だ な だ 


い 声 で つぶ や い だ 。 











視界 は 、 惑 星 フ ァ ン スル に よ つ 


て 、 乳 白色 に 埋め 尽く きれ て いた だ 。 




















アモ ー ガ は 、 ラ ティ ー が この 惑 
て い だ 。 

惑星 ファ ンス ル は 厚い 雲 に 履 わ 
を 打ち 消し て い だ 。 そ し て 、 そ の 
上 を 吹き 荒れ て い だ 。 

地上 に は 、 幾 つが の 部 沙 が 存在 
し て アモ ー ガ の 一 行 は その 部 落 の 
彼女 は 惨殺 され 、 そ の 良 は 広場 の 














ファ ンス ル に 隠棲 し て いる こと を つき と め 








れ 、 地 上 を 竹 い つくす 深い 有 霧 は 、 雲 と の 狭間 
転 速 度 の 速 さ 故 、 宗 は 吊 と な つて 絶え ず 地 


























し だ が 、 そ の いざ ずれ に も 人 影 は 無 す つた だ 。 そ 
ひと つ で 、 ラ ティ ー の 変わ り 果 て だ 姿 を 見 だ 。 
中 央 に 晒さ れ て い だ 。 団 然 と それ を 見 庄 め る 




















アモ ー ガ の 一 行 は 、 い つの ま に が 不気味 な 人 影 に 取り 囲ま れ て い だ 。 


彼ら は 一 様 に 小 
きぐ 見 開 が れ だ 二 つ の 瞳 は 、 絶 え 

















柄 で 、 頭 お ら 足 元 まで を 黒い 頭巾 で 覆い 、 大 
ざ 青 白い 光 を 放つ て い だ た 。 























実 然 、 ア モー ガ は 後頭 部 を 鈍器 で 打 だ れ ガ の よう な 衝撃 を 受け 、 全 身 














「 ア モー ガ と や ら 。 わ し の 声 が 聞こ ご える ガ 。」 
闇 の 中 に 老人 の 声 が 響い ただ 。 
モー ガ の 全身 ガ ら は 既に 苦痛 は 去り 、 南 に 浮 こ よう な 論 快 感 さ え 感 じ ら れ だ 。 
「 ど うじ ゃ 、 肉 体 を 無く し だ 感想 
は 。 お まえ は も う 、 見 る こと も 、 剛 
こぐ ご こと も 、 物 に 触れ る こと さえ で き 
ぬ 。 生 命 は 残し て ある が 、 肉 体 は わ 
し が 滅ぼし だ 。」 
「 わ し の 声 が 聞 ご える の も 、 お ま 
え の 聴 力 に よる も の で は な ぐ 、 わ し レ 
が お まえ の 意識 に 語り かけ て お る ガ がら に すぎ ん 。」 
「 ば お な つ 1 1」 
アモ ー ガ は 大 声 で 叫ん だ つも り が 、 そ の 声 を 自分 の 耳 で 聴き と る こと は で き 
ず 、 ま し て や 唇 の 動い だ 感覚 な ど 、 い つき さい 伝 わ つ て は ご こない 。 
「 改 配 し な ぐ と も よい 。 わ し に は ちゃ ん と 聞こ えて お る 。」 
「 さ て 、 本 題 じ や が 、 お まえ だ ち が "ニルヴァーナ "と 呼ん で お る 生体 コン 
ピュ ユー タ の 設計 資料 は 、 ご どこ へ 行け ば 手 に 入る 」 
「 そ ん な こと 、 お れ が 知 つ て いる わけ な い だ ろ う 。 あ れ は 帝国 の 最 重 要 機 密 




































































だ 。 だ と え 知 つて いた だ と し て も 、 お まえ ら に な ん と が な る も の で も な い だ ろ う 。」 
アモ ー が は 声 に な ら な い 言 葉 で 答え だ 。 
「 わ か つ だ 。 で は 教え よう 。 ど う せ お まえ と は 、 球 遠 の 時 の 中 で 、 
話 を 持つ こと も な い だ ろ う が ら な 。」 
ニルヴァーナ" は 単に バイ オ 〇 PU か ら 成 つて いる と 言わ れ ね て お る が 、 
ONCE, BS フラ 族 その も の 。 フ 族 一 人 の 脳 と 神経 細胞 ガザ “ニル ヴァ 


























「 ご れ で わか つ だ ろう 。 わ れ ら が その 資料 を 欲し て いる こと を 。 そ し て 、 お 
まえ だ ち 帝 国 の 人 間 を 呪っ つて お る こと を 

「 話 は 終わ り じ ゃ 。 音 も 光 も 感覚 も な い 闇 の 中 を 、 お の れ だ け の 意識 で 永遠 
に さま よう が よい 。 ご これ 以 上 の 苦痛 は な い だ ろ う て 

老人 の 声 は 消え だ 。 そ し て 、 ア モー ガ に は 無 の 世 






























































洞窟 を 利用 し だ 小さ な 年 獄 に 、 一 人 の 男 が 投げ 込ま 
・ ビ ピア"、 幸 運 な こと に 彼 の 五体 は 無傷 の まま だ つ だ 。 彼 も ラテ ィ イー を 追 つ て 、 
ご の 惑星 ファ ンス ル に 辿り 着い だ 。 そ し て 、 他 の 侵入 者 同様 スー ラ 族 に 捕え ら 
れ て し まう 。 

アフ ショ ー の 傍ら に は 、 す で に 腐乱 し 始め て いる 一 つの 慣 が 、 死 体 独特 の 絶 
え 難 い 臭気 を 故 つて い だ 。 ア フシ ョ ヨー は 胸 の 内 ポケ ッ ト ガ ら カ プ セ ル 状 の 小瓶 















































DICAD Cl VEBBOMAE, AiO CRICHR OVE. 
FED. CORRIARVICBSUICHIDE. LIFS<UT, 
生前 の 姿 を 取り 戻し 、 な が ぐ ご 閉じ られ て い だ 幅 を 開い だ 。 ア フシ ョ ー 
ERED, BEOBERTE. 

「 な ん と 、 こ や つの 生命 は まだ 絶え そ な が な つ だ の が ガ 。」 

アク ショ ー は 、 絶 え 難 い 異 気 が な がら 逃れ る だ け の だ め に 、 鹿 の 細胞 菊 4 
だ の だ が 、 生 命 ま で が 蘇生 する と いう こと は 、 全 < 予想 は し て いな が ガ つ だ 。 し 
ガ が し レ 、 光 を 取り 戻し だ た ア モー ガ の 言葉 に よ つ て 、 そ の 疑問 は 容易 に 解決 され だ 。 

そし て 、 ア モー が ガ は ほ はご の アフ ショ ー と いう 人 物 が "ソーマ * ew 
BcWHINS, AACEMORER 出し だ 科学 者 で 、 そ の 秘密 を 
リュ カー ン 教 の 狂信 者 ラテ ィ ー に 人 奉 わ れ だ こと を 聞か な され る 。 ア モー ガ を 蘇生 
させ だ 液体 は 、 こ の ソー マ の 完成 薬 で は な ご 、 細 胞 蘇 生 の 能力 の み を 備え て い 
だ 。 

一 通 の の 会 話 の 後 、 ア クシ ョ ー が ガ が つ 必 や い だ 。 

「 武 器 も な い レ さき て 、 ど う や つて ご この 洞窟 か ら 抜け 出す か な 。」 

「 簡単 お こと さき 。 細胞 魅 生 薬 は 多少 残 つ て る ん だ ろ 。」 

アモ ー ガ は 、 太 い 林 の 幹 で 組ま れ だ 格子 を 指さし て 言 つ た 。 

アク ショ ー に は 容易 に それ が 理解 で きだ 。 そ し て 、 残 り の 液体 を その 幹 の 交 
わる 部 分 に ふり が ける と 、 幹 は 部 分 的 に 細胞 の 蘇生 を 始め 、 そ し て 、 は じ け と 
ies ils 



































































































































感 星 ファ ンス ル を 脱出 し だ 二 人 は 、 ア モー が ガ の 艦 ラ ー ジ ャ に い だ 。 

そし て 、 ニ ニル ヴァ アーナ の 様子 は 、 明 ら が に 以前 と 異な つっ てい だ 。 事 務 的 な メ 
ツ ッ セ ー ジ 以外 を いつ きい 発し だ こと の な が か っ つ だ ニル ヴ ゴ テ アー ナ は 、 そ の 感情 と 記 
憧 を 取り 戻し た ガ の よう に 、 ア モー ガ に 語り ガ け だ 。 

「 ア モー ガ 。 私 は あな だ を 妨 ん で は いま せん 。 既に 帝国 側 の 人 間 で な いこ 
も 解 が つて いま す 。」 

「 総 て の 答え は 、 惑 星 ア シコ ユビ ン に あり の ます 。 勝 隊 を 惑星 アシ ユビ ン に 向け 
て よろ し いで し よう ガ 。」 
ー ガ は 、 ニ ニルヴァーナ の 指示 に 従 つ て 艦隊 を 宮 星 アシ コピ ビン に 向 ひ わせ 
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STORY4 for MSX 
画 ア スラ の 血 流 (< ラ ト ナ ・ サ ン バ ) 


* ラ トナ ・ サ ン バ " は 、" ア モー ガ ・ シ ッ デ ィ " 率い 
る 能 隊 の エー スパ イロ ッ ツ ト に で あつ だ 。 MBit, REP 
ル ジ ェ エナ 消失 の 鍵 を 握る と いわ れる 女 “ラテ ィ ー" を 
追い 詰め て い だ 。 
ラ ト ナ の 操る 高速 竹 は 、 ラ ティ ー の 機 の 可変 ウィ ン 
プ を 、 〇 OM プラ スタ ー の 照準 に 捕え て い だ 。 フ ァ イ ヤ / る 
ー ト リガ ー に 箱 指 を ガ け だ 瞬間 、 突 然 後 万 か ら 同じ O 〇 し 、 ぁ 9 
M スタ ー が ガラ トナ の 肝 を 撃ち 抜い た 。 そ の OM ブ 
スタ ー は 、 ラ トナ の 士官 候補 生 時 代 か がら の 親友 “ラー ヴァ ナ " の 機 ら 放 だ 
れ て いた だ 。 コ ント ロー ルン ズル を 破壊 され 、 不 規則 な 回 転 を 続け る 高速 艇 の コ 
フ ピ ツ ト ガ ら 、 ラ トナ は 視界 か ら 遠 ざか つて ゆく ラー ヴァ アナ と ラテ ィ ー の 機 を 
呆然 と 見 詰め て い だ 。 
傷つき な が ら も 、 ラ トナ は 無事 に 帰 艦 を 果 だ す が 、 つ て の 親友 に 裏切ら れ 
だ こと に 苦悩 し 、 そ の 真相 究明 を 決意 する 。 ラ トナ は 艦長 アモ ー ガ に 、 ヴ 
アナ を 追う 許可 を 求め る ガ が 、 ア モー ガ は 当然 の ご と こそ れ を 拒否 し た 。 し か し 、 
度 重 な る ラ ト ナ の 要求 に アモ ー ガ は 根 催 けし 、 ラ トナ に 最小 構成 の 盤 隊 を 与え 
だ 。 そ し て 、 別 れ ぎ わ に ラ ト ナ に 言っ だ 。 
「 お まえ に は 言 つ て な な っ だ が 、 ラ ー ヴ ァ ナ の 死ん だ 親父 は 、 ど う も リコ カ 
ー ン 教 の 教祖 の 一 人 だ つ だ らし い 。 今 回 の や つの 行為 も それ と 関係 ある も レ 







































































































































































『 惑 星 ト ラン トラ ン へ 行っ つて みだら どう だ 。 
確信 は も て ん が 、 あ そこ に は リコ ユカ ー ン 教 の 総 
本 山 が ある らし い 。」 

ラ ト ナ は 無事 に 戻る こと を 約束 し 、 惑 星 ト 
ント ラン を 目指 し だ sna ata nee 

悪 星 トラ ント ラン の 成層 圏 に は 、 巨 大 な 人 工 

機体 "ブリ トラ "が 生息 し て い だ 。 黒 竜 を 思わ 
せる その 下 獣 の 前 に 、 ラ トナ の 小さ な 艦隊 な ど 

| ひと だ まり の も な が つた だ 。 帳 が 砕け 散る 寸前 、 
A トナ は パワ ー ス ー ツ を まとい 、 決 死 の ダイ ビン 
グ を 試み た 。 戦 闘 用 の パワ ー ス ー ツ と いえ ご ども 、 大 気 園 に 突入 する に は 、 そ の 
惑星 の 大 気密 度 と 重力 に 賭け る し ガ な かつ だ 。 ラ トナ は 火 の 塊 り と な つて 、 地 

上 へ 降 つ て いつ だ PT トト TI 

気がつく と 、 パ ワー スー ツ は 総 て の 機能 を 停止 し て い だ 。 父 : 















































































































































よう な 苦痛 を 覚え な が ら も 、 ラ トナ の 体 が 無傷 で あめ る こと を 確認 で きだ 。 ラ ト 
ナ が 、 黒 焦げ に な つ だ パワ ー ス ー ツ を 脱ぎ 捨て る と 、 目 の 前 に は みつ て の 親友 
ラー ヴァ アナ が だ だ ずん で い だ 。 ブ ァ ナ は 、 ま に し だ OM ブ プラス ター を ラ ト 
ナ に 向け 、 そ し て 言 つ だ 。 
どう し て 来 だ ん だ 。 お まえ が 来 な けり や 、 お れ は お まえ を 殺 

きず に ずん だ の に 。」 

「 ど ご うし て な ん だ 。 お れ に は 訳 び ぜ びわ が らん 。 訳 を 話せ つ | ! ERE. REA 
ら ざ 殺さ れ だ ん じゃ 、 死 ん で も 死に きれ ん 。」 

ラ ト ナ は 叫ん だ 。 

「 本 当 に すま な いと 思っ て いる 。 し が ガ し 、 ご これ は 避け よう の な い 宿 命 な ん だ 。」 

ブ ア ナ は 、O 〇 OM プラ スタ ー の 銃口 を お ろ し 、 話 し 始め だ 。 

「 お あれ の 一 族 に は 、 ア スラ の 皿 が 流れ て いる 。 そ れ を 知 つ を の は ほん の 数 年 

お まえ だ ち が 追 い 続 け て いる 、 

























































































ラテ ィ ー だ 。」 

「 も つと も 、 そ れ 以 前 か がら お れ の 体 に 異常 の ある こと は 、 つ すう すず すず 感じ て は 
い だ が 。」 

「 ア スラ ゃ 、 ア スラ っ て 、 あ の リコ ユ ュ カ ー ン 教 の 震 め る 神 ガ が 。」 

ラ ト ナ に は 、 ラ ー ヴ テア ナ の 言葉 が 理解 で き な が ガ が つ だ 。 

「 あ あ 、 そ うだ 。 し ガ し 神 な ん て いう も ん じゃ あ 

言葉 の 途中 で 、 突 然 ラ ー ヴ アナ の 体 は 赤 ご 染まり 、 再 び ゾラ トナ に 向け られ だ 
OM ブラ スタ ー は 、 小 刻み に 震え て いた だ 。 

「 ラ トナ 、 撃 て つ 、 撃 つて くれ! | 。 は や くつ 1 1」 
トナ は 、O 〇 OM プラ スタ ー を ホル ダー ガ ら 抜い た も の の 、 そ れ を 親友 に 向け 
る こと は で き な グ が つた だ 。 
ば が や ろ ー | ! 早 ぐ 撃て つ 。 お れ は も うつ う 、 お まえ の 有 親友 な ん が じゃ ね え 。」 
ー ヴ ァ ナ は 、 自 ら の 体 を 必死 に お さえ る ガ が の よう に 叫ん だ 。 
トナ は 目 に いつ ぽい 涙 を 浮 す べ 、 そ し て OM ブラ スタ ー を 放つ だ ………… 
SOFICKDCMROMEBOESLH A. JAN—-VROWBERCN 
ぐ ご 、 そ の 総本山 へ の 侵入 を 試み る が 、 何 の 手掛かり も 得 ぬ まま 囚われ の 身 と な 
っ て し まう 。 ラ ヲトナ は ア の いけ に えと し て 、 祭壇 に 察 ら れる こと に な る が 、 
その 宗 壇 に 運ば れる 途中 、 幾 度 と な こく ナー サテ ィ ア 双 惑 星 と いう 言葉 を 耳 に し 
だ 









































































































































そし て 、 い け に え の 儀式 が 始ま り 、 ラ トナ の 命 が 絶 だ れる 寸前 、 時 を 同じ ぐ 
し て 侵入 を 果 だ し ただ " ル シ ャ ヤナ ・ パ ティ ー" と いう 男 に 救 わ れる 。 ル シヤ ナ は 人 
工 有 機体 ヴ リ トラ を 追 つ て 、 こ の 惑星 トラ ント ラン に 来 て いた だ 。 ヴ リト ラ を 撃 
破 し だ ル シ ヤ ナ は 、 ご の リ ユ カ ー ン 教 の 儀式 に 著 り こみ 、 教 祖 と し て 儀式 を 取 
り の 仕切 る シヴァ ・ ル ドラ の 次 を 目撃 し た 。 し ガ し 、 ラ トナ を 救出 する 間 に 、 シ 
ブ ァ アァ ・ ル ドラ の 姿 を 見 失 つ て し まう 。 

上 空 に 待機 し て い だ モル シヤ ナ の 艦隊 に も ご ど ご つ だ 二 人 人 は 、 シ ヴァ ア ・ ル ドラ を 、 
ELT IIN—VAOWBERD CT. F—-OF 7 PRBENPVE. 






















































































STORYS for MSX2 
画 ソ ー マ の 杯 (アク ショ ー・ ビ ア ) 


神々 と 清酒 と 呼ば れる 、 和 肉体 と 4 
ORE, COU-VERMSPE DS. "アク ショ 
ー・ ビ ア " ft, Bins LSORR CHS. Rt tH 
科学 技術 院 の 顧問 を 務め て い だ が 、 帝 国 ガ “スー ラ 族 " 
の 遺伝 操作 の 研究 に 着手 し だ こと に 反発 し 、 そ の 職 
を 放棄 す る 。 惑 星 ア ジア ル ジ エナ を 追わ れ ね だ アク フシ は 、 
一 人 、 生 命 復活 の 研究 に 没頭 し て いた だ 。 
その 研究 の 第 一 段階 と し て 、 肉 体 の 復活 ……… つき 
の 細胞 の 蘇生 で ある が 、 ご の 研究 に つい て は 、 在 任 中 に ほぼ ぽ 完 成 を 見 て い だ 。 
し ガ し 、 第 二 段階 の 生命 の 菊 生 に つい て は 、 そ の 完成 まで に 十 数 年 の 歳 月 を 要 
Like 
研究 が 終わ り に 近づく に つれ て 、 膨 大 な 資料 整理 が 必要 と な り 、 ア クシ ョ ー 
は "ラテ ィ ー" と いう 女 の 助 を 雇 つ だ 。 彼女 は 帝国 医科 大 学 で 遺伝 子 工学 を 
専攻 し て いた だ が 、 両 親 の 突然 の 燕 発 に より 大 学 を 諦め 、 職 を 求め て アフ ショ ー 
を だ ざね て きだ 。 ラ ティ ー は 両親 に つい て は 一 切 語 ら な ひつ だ が 、 弟 が 帝国 宇 
還 軍 士官 候補 生 で ある こと が ら 、 そ の 身元 は 確 お な な も の と 思わ れ だ 。 彼女 は 非 
常に よ ぐ 働き 、 ア フシ ョ ー を 助け て きだ が ガ 、 し だ い に そ の 素行 に 異常 が 認め ら 
れ 始 め だ 。 時 と し て 記憶 を 失い 、 錯 乱 状 態 に 昭 る よう に な つ だ 。 そ し て ある 日 
彼女 は 、 完 成 し だ 総 て の 資料 と と も に 、 ア フシ ョ ー の 前 がら 姿 を 消し て し まつ 
Ro 彼女 が 姿 を 消す 前 日 、 彼 女 は アフ ショ ー に 自分 の 秘密 を 語 つ て い だ 。 
私 に は アス ラ の 皿 が 流れ て いま す 。 も うつ 、 ど うす る こと も で きま せん 。」 
、 ご の 言葉 が 彼女 の 最後 の 理性 で あっ だ が 、 ア クシ ョ ー に は それ が ガ 理 
、 だ だ な だ め る だ け だ つっ だ の で mm 
、 彼 女 が び 去 つた 数 週間 後に 、 惑 星 ア ル ジ エ ナ は 消滅 する 。 ご の 事件 に 
彼女 が 関 衝 し て いる こと は 、 アク ショ ー に は 容易 に 想 人 で きだ 。 
帝国 で は 、 様 々 な 人 工 有 機体 が 製造 され て い だ 。 し が ガ し 、 そ れ ら は "スーラ 
族 " の 遺伝 子 を 利用 し た も の で あつ て 、 ア フシ ヨー の 考え る 人 工 有 機体 と は ほ 
CRAVE. アク ショ ー は 帝国 科学 技術 院 ら 、 惑 星 
RRA CEO SSAL AIBA HEREC DED. 
es の 利用 を 要請 され て いた だ 。 実 際 、 ソ ー マ の 分 子 
構造 の 借 か な 変更 で それ は 可能 だ っ だ が 、 当 然 の ご と 
ぐ 彼 は その 申し 出 を 断り 続け て きだ 。 
総 て を 知り つこ し だ を ラ ティー が 、 人 工 肥 機体 に 命 を 
吹き 込 な の は 容易 な こと だ つ だ が 、 そ の 完成 を 急ぎ す 
きだ だ め 、 人 工 有 機体 は 惑星 アル ジ エ ナ と 共に 消滅 し 
































































































































































































































































































































う 。 も つと も 、 そ れ を 画策 し だ 者 に と こつ て は 、 そ の 万 が 好都合 だ つ だ か 
も し れ な い が 。 

し が し 、 ど うし て 帝国 が 自ら の 主星 を 破壊 し な けれ ば な ら な い の ガ が 、 ア フシ 
ヨー に は 理解 で き な が ガ つ だ 。 彼 は それ ら の 謎 を 解明 する だ め 、 ま だ ソー マ の 研 
究 資 料 を 取り 戻す を まめ 、 ラ ティ ー を 捜し 出す こと を 決意 する 。 そ し て 、 旅 の 準 
備 を 整え て いる アフ ショ ー の も と へ 、 突 然 ラ ティ ー が ら の 連絡 が 入る 。 

「 助 け て …、 私 …… 負 され ヽ 惑星 ファ ンス ル に 

その 短い 交信 は 大 部 分 を フン イズ に 坦 わ れ ね て は い だ が 、 確 サ け に ラテ ィ ー の 声 で 
あり 、 彼 女 の 危 機 を 伝え て いた 。 ア クシ ョ ー は 、 万 が ー の 事態 に 備え て 細胞 細 
meee Ll. RR デア デン スル へ 向 か が つ だ 。 ARITISMWBIZCENTISA, RH 
星 フ ァ ン スル は “スーラ 族 " の 星 で あり 、 彼 ら が 危険 な 人 種 で ある こと を アフ 
ショ ー は 知 つ て い だ 。 彼 は 帝国 科学 技術 院 時 代 に 、 ス ー ラ 族 の 超 能 力 調 査 の だ 
め 、 ご この 誤 星 を 訪れ て いる 。 し が し 、 そ の 後 の 帝 国 に よる スー ジラ 族 の 捕獲 と 、 
遺伝 操作 の 実験 に よ つ て 、 ス ー ラ 族 は 絶滅 し を と 伝え られ て い だ ………… 

惑星 ファ ンス ル に て 、 ア フシ ョ ー は 慣 と 化し を ラテ ィ ー を 発見 する 。 彼 は 細 
胞 菊 生薬 に よ つ て 、 ラ ティ ー の 復活 を 試み る が 、 目 的 を 達する 前 に スー ラ 族 に 
捕え ら え て し まう 。 ス ー ラ 族 は 帝国 側 の 人 間 に 対 し て 、 呪 いと も いえ る ほど の 
憎悪 を 抱い て いた だ 。 ア フク ショー も 帝国 側 の 人 間 と みな され 抹殺 それ が ける が 、 
ガ つて この 星 を 訪れ だ と き に 知り 合 つ だ 老人 に よ つ て 、 一 命 を と の と め る 。 

し ガ が し 、 ア クシ ョ ー は 洞窟 を 利用 し た に 幽閉 され て し まう 。 ア フシ ョ ー 
の 侯 ら に は 、 既 に 許 乱 を 始め て いる 一 つの 慣 が あつ だ 。 彼 は 細胞 菊 生 薬 に よ つ 
て 、 こ ご の 鹿 の 復活 に 成功 する 。 復活 を 遂げ だ 男 は 、 名 を “アモ ー ガ ・ シ ッ デ ィ " 
と いい 、 艦 隊 を 率い て 、 ア フシ ョ ー と 同様 に 、 ラ ティ ー を 追 つ て この 誤 星 へ 来 
で い だ 。 

二 人 は 力 を 合わ せ 、 皇 獄 ひ ら の 脱出 に 成功 し 、 ア モー ガ の 艦隊 に 交 げ 延び た 。 
そし て 、 ア モー ガ の 艦 に 搭載 され て いる 生体 
コン ピュ ユー タマ “ニル ヴァ ー ナ "の 指し 
示す 星 、 感 星 ア シュ ピン を 目指 す 。 

後に 二 人 は 、 ご の 惑星 アシ ユ 
ビン が 、 実は ナー サテ ィ ア 
双 惑 星 で ある こと を 
知る こと に な る 。 
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STORY6 for Family Computer 
画 ナ ー サ ティ ア の 玉座 (マー タリ ・ シ ュ バ ン 〉 
刺 栄 を 極め る ヴイ シュ ヌ 銀 河 に も 、 ご だ ぶん に 洩れ 








ざ 多 数 の 添 賊 が 存在 し た 。 惑 


に その 数 を を 増し 混乱 に 拍 上 


アル ジェ エナ 消失 後 は 、 
を ガ け て い だ 。 そ の 数 あ 








肖 賊 の 中 で 、 最 も 強大 で 、 





そし て 最も 恐れ られ て い 


だ の が "紫苑 の 少 賊 " と 呼ば れる 一 団 で あつ だ 。 も つ 





も 、 恐 れ て い だ の は 帝国 











の み で あつ だ が …… 











国 宇宙 軍 の み を 隈 い 、 そ の 欠 石 
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レ て 高価 に 売り ぎ き ば こく こ と が で きだ が 、 


の 海賊 は 帝国 軍 に 歯 向 か うほ どの 戦力 を 持ち えて は いな が ガ つ だ 。 
SA Sn INS errant その 紫苑 の 海賊 の キヤ プ テ ン 。 彼 は 銀河 第 三 









































され 
そし て 、 マ ー タ ダリ は 、 惑 
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アル ジ エ ナ の 消失 を 

















物 の 一 人 で も あつ だ 。 ロ ンプ セン サー スク リー ン に は 、 青 





の 未 え いと 喝 さ れ 、 そ の 容姿 物 瞬 共に 、 海 賊 の イメ ー ジ と は ガ が け 離 れ だ も 
h で 皇帝 に な る ご と を 予 
し 求め 、 宇 宙 を 旅 し て い だ 。 
の 当 だ り に し だ 、 数 少な い 


い 放 電光 に 包ま 











れ 、 不 気味 に 光る 悪 星 ア ル ジ エ ナガ が 映し 
て 続き 、 つ い に 感 星 ア ル ジ ェ ナ は スク リー ン が ガ ら 准 を 消し だ 。 
だ 彼 は 、 そ れ を 目 に し だ 運命 と 、 銀 河 第 四 帝 国 
こ な る と いう こと を 確 し た ………… 

















も の 








「 今 日 の 獲物 は 格別 だ な 。 











マー タリ は いつ に な ぐ 興 奏し て い だ 。 
「 キ ヤ プ テ ン 。 や は り シ ヴァ ・ ル ドラ の 租 | 
MSTOBSS CME ESL CBEBO, HM 





突入 し て いつ だ 。 
「 よ し 、 攻 撃 を 開始 する 。 
マー タリ は 、 地 上 





の 都市 破壊 を 考 














B さ れ て い だ 。 そ れ 


は 一 昼夜 に も 渡 つ 








部 始終 を 目撃 






































紫苑 の 海 財 は 、 い つも の よう に 帝国 字 を 師 つ て い だ 。 











J 





の 崩壊 を 直感 し 、 予 言 が 現実 








隊 で す 。 騙 、 認 識 信 写 を 傍受 し まし だ 。」 
は 租 隊 を 追 つて 如 星 エン タナ 











だ だ し 、OM 砲 の 使用 は 























し て OM 砲 の 使 
の 巧 な 海賊 戦法 に よ つ て 、 








を 禁止 し た が 、 


切 禁 止 す る 。」 





シヴァ 店 














・ ル ドラ の 艦隊 を 駆逐 し 、 ど 隻 の 
型 鉱石 朋 の 奏 取 に 成功 し た 。 通 常 、 
艦隊 は ゆめ ず 鉱 石 船 を 伴い 、 そ れ に 積 











れ て いる 加 ] 





[済み の 7 ウタ イプ 鉱 
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ギー 有 舶 で ある 。 

マー タリ は いつ も の よう に 、 間 の 市 場 に て 収穫 物 を 売り ま キ ば いて い だ 。 

そし て 、 "ワリ シュ ナ ・ シ ャ ー ク " と いう 人 人 物 と 出会う 。 彼 は 、 鉱 石和 胸 を 一 隻 ま 

る ご と 買っ て いつ だ 。 鉱 石 朋 一 隻 と いえ ば 、 一 つの 小 艦 隊 ら 年 分 の 全 エ ネル ギ 

ー を 優 に 内 え る 量 で ある 。 マ ー タ リリ は この 男 に 興味 を 抱き 、 こ ご の 時 に 限り 彼 が 

直接 、 取 引 を 行 つ だ 。 

クリ シコ ユナ は 不思議 な 人 物 だ つ だ 。 彼 は 自分 の 記憶 を 断片 的 に 下 失 し て お の 、 

出生 の 秘密 か ら 肉 親 に 至る まで の 記憶 さえ 、 持 ち 合わ せ て いな ガ つ だ 。 し が し 、 

マー タリ は 彼 に と つて 非常 に 電 要 な こと を 、 ク リリ シコ ユナ ガ ら 聞け され る 。 マ ー 

タリ が ガ 球 ぐ 捜し 求め て いた だ 惑星 アシ ユビ ン と は 、 実 は ナー サテ ィ ア 反 惑 星 で あ 
る と 。 そ し て 別れ ね ぎわ に クリ シ ユ ナ は 言 つ だ 。 

「 ま だ 会 うこ と に な る で し よう 。」 と 

その 後 も マー タリ は 、 次 々 と 帝国 の 上 艦隊 を 

襲い 、 そ の 戦力 は ー つ の 惑星 を 攻略 で き う る 

まで に 巨大 化し て い だ 。 当 然 シ ヴァ アァ ・ ル ドラ 

が これ を 黙 つ て 見 て いる 訳 は な ご 、 彼 は 超 破 

ふ 、 壊 兵器 と いわ れる 人 工 有 機体 “ ヴ リ トラ " の 

完成 を 急い で い だ 。 し ガレ し マー タリ は 、 シ ヴ 

ツア ・ ル ドラ が 鉱石 惑星 マト に ゥ ラー に て 、 そ の 





































































































人 工 有 機体 の エネ ルギー 源 と な る 鉱石 を 大 量 











に 採取 し て いる と いう 情報 を 入手 し だ 。 マ ー 

タリ は 、 シ ヴァ ・ ル ドラ の 野望 を 打ち 砕 こ べ 

ぐ 、 惑 星 マ トゥ ラー に 決死 の 大 攻勢 を 試み る 

が 、 さ きす が に 感 星 一 つ を 攻略 する に は 困難 を 

; yy) GD, MEBBCELTHWEC, P—-IUOK 

I\ \ Ry 隊 は 大 打撃 を 受け る 。 そ の 戦力 の 約 1/3 在 失 

いな が ら も 、 マ ー タ ダリ は ぼぼ ぽ 目 的 を 達成 し 、 惑 星 マ トゥ ラー を 壊滅 状態 に 陥れ 

だ 。「 ご れ で 、 や つの 計画 も 半年 は 遅れ る な 。」 

ー タ ダリ は 不 敵 な 笑い を 浮 が べ 、 惑 トゥ ラー を 後に し た 。 

し お し 、 マ ー タ リ の 思惑 と は 裏 有 に 、 既 に 二 体 め の ヴ リト ラガ その 実験 を 終 

え 、 ほ ば ぼ 成 功 を みて いた …… 

Ry トウ ラー ガ ら 数 百 万 km、 ー タ リ の 有 艦隊 は 戦火 の 働 を いや し て いた だ 。 

その 前 に 、 不 瑞 に も 、 彼 の 艦隊 と 比較 に な ら な い ほ どの 小 規 模 の 骨 隊 が 迫 つ て 

XE. EOMROMRIS. SE “ ア ・ ミ ター パ " と いつ だ 。 彼 は 、 シ ヴァ ・ ル 

ドラ が さら つて いつ だ 彼 の 雪 を 、 マ ー タ リ が さら つた も の と 感 違 いし 、 マ ー タ 

! リ を 追っ て い だ 。 マ ー タ リ は 誤解 を 解く と 、 そ の 男 を シ ヴ ア ・ ル ドラ の いる 悪 

星 マ トゥ ラー へ 導い だ 。 

後 、 マ ー タ リ は その ロン ブ セ ン サー スク リー ン に 、 球 ご 捜し 求 

TT + PYRE SIA TUE. 
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画 カ リ - ユ コガ の 光輝 (クリ シュ ナ ・ シ ャ ー ク 〉 


記憶 を 失う と いう こと は 、 ど ん な に は が ゆ ぐ そし て 
苦し いこ と で あろ う ガ が 。 そ れ は 、 そ の 当事者 に し が 解 
ら な い 昔 悩 で あろ う 。 “フリ シコ ユナ ・ シ ャ ヤー ク " も その 
苦悩 を 持ち 合わ せる 一 人 だ つ だ 。 そ し て 、 更 に ひど い 
こと に 、 彼 の 記憶 は 断片 的 に 失わ れ て い だ 。 も ちろ ん 、 
出生 そし て 両親 の 記憶 も 一 切 無 く 、 天 涯 孤独 の 身 で あ 
つた だ 。 だ だ 彼 に と つて 主 い で あつ だ の は 、 彼 が 一 艦隊 
の 総司 久 官 で あめ つ だ と いう こと だ ろう 。 そ れ も 、 帝 国 
に 属し て いな い 、 彼 の 意 の まま に な る 艦隊 で ある 。 と 
き お り 、 彼 は 側近 に 自分 の こと を 尋ね る が 、 彼 ら の 返答 は い 












































つも あり ふれ だ も 





の で あり 、 不 安 げ な 顔 を 見 る に つれ て それ 以上 の 質問 を や め て し まう 。 


フリ シコ ユナ は 、 物 資 の 補給 は 総 て 痢 の 市 場 に て 行 つ て いた 


o ある 時 、 彼 は そ 








の 間 の 市 場 に て 、 “マー タリ ・ シ ュ バ ン " CU\DSBRAS. 
まる ご と 買い 受け だ 。 し が ガ が し その 鉱石 胎 に は 、 通 常 の y2 ダ 
タイ プ の 、 起 高密 度 に 加工 され だ 鉱石 が 搭載 され て い だ 。 そ 











去り に され て い だ 膨 大 な 資料 の 中 グ ら 、 恐 る べき 情報 を 発見 








D&B ha = 
イプ で は な ぐ 73 
し て 、 船 内 に 置き 
する 。 











シヴァ ・ ル ドラ は 、 悪 星 を も 破壊 可能 な 巨大 な 人 工 有 機体 
成 き せ て い だ ……… 正確 に は 未だ 実験 段階 の 域 を 出 て は いな 
作ら れ た だ た ヴ リ トラ は 、 惑 星 ア ル ジ エ ナ に 送り 込ま れる が 、 そ 
不安 定 さ か ら 細 胞 の 異常 増殖 を きた し 、 本 来 の 形状 を 形 造る 
ジェ エ ナ と 共に 消滅 し て し まう 。 し が し 、 新 し ぐ 作 られ だ ヴ リ 


























一 源 に 73 タ イプ を 使用 する こと に よ つ て 、 目 的 と する 形状 























“ ヴ リ トラ " を 完 
い が 最初 に 
の エネ ルギー 源 の 
以前 に 、 惑 星 ア ル 
トラ は 、 エ ネル ギ 
SACRE 














CHURN SER CUE. VIR + ILE DIARERRR 
その 辺境 の 地 へ ヴ リ トラ を 向け わせ て い だ 。 そ し て ご の 実験 
て 、 新 だ た な る ヴ リ トラ を 製造 すべ こく 、 そ の エネ ルギー 確保 の 
トゥ ラー の 全域 に て 、 3 の 採掘 を 始め て い だ 。 

この 事実 を 知っ つ だ クリ シコ ュ コナ は 、 だ だ ち に 〇 M 砲 の 改造 に 
M 砲 の エネ ルギー 源 を y3 タ イプ に 対応 きせ る こと に よ つ て 
大 きせ 、 ヴ リト ラ 迎 撃 用 と し て 作り ガ え だ 。 そ し て 、 惑 星 べ 


























そこ ご に は 、 無 数 の 小片 が 何 十 万 km に も 渡 つ て 漂 つ て い だ 。 


に ベレ ナス を 選び 、 
の 成功 如何 に よ つ 
だ め 、 鉱 石 感 星 マ 


と り の ガ が か が つ だ 。 O 
、 そ の 破壊 力 を 増 
レナ ス へ と 急い だ 





SHIEK. RS 
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アル ジェ エナ と 同じ 








ご 、 一 瞬 に し て 何 十 億 も の 人 々 が 命 を 失い 、 宇 宙 は 無数 の つ 








めき 声 に 満ち て い 





だ 。 











クリ シコ ュ ナ は 中 然 と し て その 光景 を 見 つめ て い だ が 、 そ の 


中 に 徐々 に 接近 し 








っ っ 
て ぐる 小骨 隊 が あつ だ 。 そ の 艦隊 の 長 は 、 ツ レシ ヤナ ・/ パ パテ ィ ー" と いう 人 物 で 
あつ だ 。 彼 は 悪 星 ベ レナ ス に お いて 、 そ の 星系 の 避 政 宮 を 務め の て いた が 、 こ ご の 
舌 劇 の 直前 に 感 星 を 脱出 し 、 難 を 逃れ て いた 。 そ し て 、 傷 つい だ 艦隊 を 引き 運 
A, DIR DNORMEBOTU VE. DIVAN AMHBHBIC T. ILS PFO 
隊 を 修理 し 、 彼 の 艦 に 改造 を 施し だ 〇 M 砲 一 門 を 装着 し だ 。 ク リ シ コ ュ ナ は 、 ル 
シャ ヤナ に ヴ リ トラ の 抹殺 を 託し 、 そ の 場 を 後に し た …………… 

















“ld Soe 主 無き 暗黒 の 時 代 ……… 主星 を 失い 廃 退 の 道 を た ご る 
つて の イン ドゥ ー ラ 彰 国 。 ま る で 悪魔 に 魅せ られ た が の よう に 、 戦乱 の 嵐 が 
吹き 荒れ る ヴィ シュ コ ヌ 銀河 。 人 々 は 帝国 の 崩壊 を 予感 じ し 、 い つ し か こう 呼び 始 
め て い だ 。 そ し て 、 救 世 主 の 出現 を 待ち 望ん だ 。 数 干 年 前 、 イ ンド ゥ ー ラ 帝国 
勤 商 の 際 、 銀 河 を 埋め 尽 こ し だ 奇跡 の 光 。 伝 説 が 再び 現実 の も の こと な る こと 
信じ る 以外 、 な すす べ は な お が つ だ 。 

So か ・ aye F 年 を 遡る 記憶 。 奇跡 を 持 だ らし だ 救世 

“EAE! ! 、 お れ に 4 千年 も 前 の 記憶 が ある は ず が な い 。」 

「 あ つ だ と すれ ば 、 お れ は いつ だ い 何 歳 な ん だ 」!」 

「 だ ま に 記 憶 が 戻 つ た を と 思 つ だ ら 、 訳 の わか らん 幻覚 ガ 。」 
クリ シ ユ ナ は 、 最 近 徐 々 に 記憶 を 取り 戻し つつ あつ だ 。 し が し 、 そ れ が 本 当 
の 記憶 な の ガ 単 な る 幻覚 な の は 、 彼 に は 判断 が つ ひ な みつ だ 。 も し 、 本 物 の 
記憶 ど と すれ ば 、 そ れ は 時 代 を 超越 し た も の で ある * 輔 廻 "、 恒 星 間 航行 
を も 可能 と する 時 代 に お いて は 、 全 ご 非 科 学 的 な 言葉 。 

赤 と 去 に 輝く こ 二 つの 星 。 宇 宙 と 生命 創造 の 星 。 
「 冗 談 じ ゃ な い 。 ご ん ど は 、 何 百 億 年 前 の 記憶 な ん だ 。」 
赤い 影 を 切り 裂 ご 群衆 の 光 灯 。 
記憶 は 、 せ き を きつ だ よう に あふ われ 出し 、 そ し て いつ し が 彼 の 記憶 の 大 半 を 
占め る まで に 至 つた だ 。 ク フリ シコ ユナ に は 、 既 に 、 こ の 時 空 を 超え だ 理解 レ が だ い 
記 憶 を 辿り 、 結 び つ け よ うと する 努力 は 必要 な みつ だ 。 そ れ が 如何 に 理不尽 で 
あろ うと 、 確 が に 彼 の 記憶 と し て 存在 する の だ から 

ウリ シコ ユナ は 、 ナ ー サ ティ ア 双 惑 星 を 目指 し た ……… 子供 の 頃 が ら 彼 の 記憶 
に 存在 する 星 、 そ の 道程 さえ も 鮮明 に 残 つ て いる 。 

「 ど うし て も つと 早 ぐ 気づか な ガ つ だ ん だ ろう 。」 

「 お あれ の 記憶 の 総 て は あそこ に ある 。」 

クリ シコ ユナ は つぶ や い だ 。 







































































































































































画 ナ ー サ ティ ア 双 惑星 


F—OT +1 PR REBO_ VD SA SROMHOUBE. AA 
年 に も 渡 つ て 人 々 々 の 往来 を 拒み 続け て きだ 禁断 の 惑星 。 そ し て 、 時 を 同じ くし 
て プ 人 の 男 達 び 、 ま る で 何者 が に 導 お れる ガ の よう に 、 ご の ナー サテ ィ ア 双 惑 
星 を 目指 し て い だ 。 

ル シ ャ ヤナ と ラ ト ナ は 、 ロ ンプ セン サー スク フリ ー ン に 映る 赤 と 青 の 点 を 見 つめ 
て いた だ 。 二 つの 点 は 次第 に 大 きき さ を 増 し 、 そ の ラブ ラン ジコ 点 ( 二 つ の 感 星 の 
动力 均衡 点 ) に 向 ひ つて 赤 と 青 の 帯 が 伸び て いる の が 、 確 認 で きる まで に な つ 
だ 。 二 人 は どちら の 悪 星 を 目指 す の ガ 決め な ね 、 と のり あえ ず ラ ブラン ジコ 点 に 
艦隊 を 向 な が わせ だ 。 こ の よう な 考え を いだい だ の は 、 彼 ら だ け で は な が つ だ 。 
ア : SI=/\, VO"), グリ シ ユ 
み ゎ 。 区 し じ て で アモ ー ガ ど ア タダ ショ ヨー も 。 
同様 に ラブ ラン ジコ ユ ュ 点 を 目指 し て い 
だ 。 

全 こ 奇怪 お でき ご と で あつ だ 。 同 
時 に ら つ も の 艦隊 が 適 遇 する な ど 、 

座 し も 予想 レ え な が つ だ 。 ラ トナ は 
アモ ー ガ と の 再会 を 喜び 、 他 の 者 達 
も ご この 偶然 に つい て 話し 合 つ だ 。 突 然 ク リ シ ユ ナガ が ガ が 言 つ だ 。 

「 だ ぷん 、 お れ が 、 お あれ が あな だ 達 を 呼ん だ ……… oJ 
ナ に こと られ る 6 人 を 尻目 に 、 フ リ シ コ ユナ は 続け だ 。 

も 解 が ら な いし 、 ど の よう に し て 呼ん だ の が さえ 覚え て いな い が 

確 が に お れ が ここ へ 導い だ 。」 

「 ど うし て そん な 

ラ ト ナ が つぶ や い だ 瞬 間 、 お す ガ な 振動 と 共に 警告 音 が 響き 泌 つ た だ 。 首 艦 の 
セン サー は 正確 に 赤い 惑星 を 指し て い だ 。 

PRR Dea! ! 』 

クリ シコ ユナ が 叫ん だ 。 

「 ば ガ な ! 1 。 ご ん な に 早く 作れ る わけ が な い 。」 

鉱石 惑星 マト ゥ ラー を 壊滅 状態 に 追い や つた マー タリ は 、 信 じ ら れ な い 声 を 
プ だ 。 

し が ガ が し 、 確 が に それ は ヴ リ トラ だ っ つ だ 。 そ れ も 体 長 数 十 km に も 巨 
の ヴ リ トラ が 赤い 惑星 を バッ に 、 
ぐ 浮 き 上 が つて い だ 。 そ し て 、 




























































































































































































4 
の 半 透 明 の 体 を 通し て 、 無 数 と も PULLS 
われ る 大 艦隊 が 確認 で きだ た ……… es = か ae 4 

















「 お れ に 続い て これ 。 お れ の 骨 の ~ mS 
LWT y3 タ イブ を 使 つて いる 。 す ぐに あの 化物 を 吹き 飛ば し て や る 。 














プリ シ ユ ナ は 言い 終わ る と 、 艦 首 を ヴ リ トラ に 向け 突 つ 込ん で いつ だ 。 

フリ シコ ユナ の 上 艦 は 、 ヴ リト ラガ ら 伝 わ つ て こる 超 波 動 に 震え な が びら も 、 徐 々 々 
に その 距離 を 詰め て いつ だ 。 そ し て 計 門 の OM 砲 び いつ せい に 火 を 吹い だ 。 
い 放 電光 に 包ま れる 化物 と 、 幾 筋 も の 光 の 矢 が 交錯 し 、 フ リ シ コ ユナ の 視界 
は に 履 わ れ だ 。 す ぐに も と の 視界 を 取り 戻す が 、 な に ご と も な か つた だ か 
の よう に 、 ら 93 体 の ヴ リ トラ が ガ が 落 い て いた だ 。 

「 ふ ぶつ 。 愚 が な な や つ 。 そ の ヴ リ トラ は アス ラ に よ つ て 病 を 吹き 込ま れ だ 。 そ 
ん な こと さえ 解 ガ が ら ぬ と は 

声 の 主 は シ ヴ ア ・ ル ドラ だ つ だ 。 そ し て 、 確 が に ヴ リ トラ は 以前 の も の と 異 
な つて い だ 。 青 白い 放電 光 に 包ま れ な が びら も 、 そ の 中 身 は 赤黒 い 影 に よ つ て 形 
造ら れ て い だ 。 

「 そ れ に し て も 目 ざ ご わり で すね 。 私 は あな だ 達 と 遊ん で いる 暇 な ど な い ん で 
Ska 

「 ヴ リト ラ よ 。 ご の 邪魔 な ご み ど ご も を 、 早 ご 掃除 し な さい 

シヴァ ・ ル ドラ の 目標 は 彼ら ア 人 で は な か が つ だ 。 過去 何 百 億 年 、 い や 双 吉 星 
だ ここ に 存在 し だ 時 が から 、 僅 ガ 数 十 万 km の 距離 に あり な が びら 、 アス ラ が 一 度 
HET CCOBA VERS BORE. S. VIP: ILEDIAMHTEO 
聖域 に 足踏み 入れ よう と し て い だ 。 

距離 を 詰め すぎ だ クリ シュ ナ は 、 避 ける 間もなく こく ヴ リト ラ に 呑 込ま れ 、 し ば 
ら ぐ し て 通信 は 途絶 え 友 。 

「 こ の まま じゃ 、 お れ だ ち も や られ る 。 回 の 込ん で や つら の 艦隊 に 突 つ 込む 
El ! 。 や つら の 艦隊 の 中 で 入り 乱れ て 闘え ば 、 あ の で か ぶつ も 攻撃 で き な い 
が ら な 。 

マー タリ の 声 だ つ だ 。 そ し て それ は い が ガ に も 少 賊 らし い 戦 法 ど つ だ 。 

艦隊 は どう に ガ ヴ リト ラ を 避け 、 シ ヴァ ・ ル ドラ の 大 艦隊 へ 突入 し て いつ だ 。 

し が し レヴ リト ラ の 脅威 カ ら 逃れ は し だ も の の 、 圧 倒 的 大 多数 の シヴァ テア ・ ル ド 
ラ の 艦隊 を 相手 に 、 劣 勢 は 旬 れ な が つ だ 。 

「 こ うな つ だ たら 、 中 グ ら だ だ き 演 すし な いな 。 

ラ ト ナ は 高速 邊 に 乗り 込み 、 シ ヴ ア ・ ル ドラ の 艦 を 目指 し た 。 そ し て 、 ア ・ 
ミタ ー パ も それ を を 追 つ だ 。 

お つて の エー スパ イロ ツ ト ラ トナ は 、 巧 に 責 の 攻撃 を か わし 、 ア ・ ミ ター バ 
の 機 と と も に シヴァ ・ ル ドラ の 能 の 排出 口 へ の 侵入 に 成功 し た 。 し か し 、 二 人 
は 捕え られ そし て 、 シヴァ ・ ル ドラ の と ころ へ 連れ て いれ だ 。 

部 屋 は 、 外 の 壮絶 な 戦闘 と は 全く 関 わり の な いよ うに 、 静 か だ つっ だ 。 

ーー 人 の 前 に は 、 シ ヴァ ア ・ ル ドラ が 、 幾 つの 計器 らし きも の を 備え だ 銀色 の 
ソフ ァ ー に 深 ご 妥 を お ろ し て い だ 。 冠 を と つ モ シヴァ ・ ル ドラ は 、 二 人 が 想像 
し だ より 若 ぐ 、 長 べく 伸び だ 英 は 赤 ご 光 つ て い だ 。 

「 ア ・ ミ ター バ と や ら 、 ま だ お 会 いす る こと に な る と は 思っ つて いき 
だ よ 。 そ れ も 、 お 友達 まで ご 一 緒 と は 
















































































































































































































































































シヴァ ・ ル ドラ は 、 お も し ろ い も の を 見 る よう に 二 人 を 眺め だ 。 

「 所 朗 、 デ ィ ー ヴ ァ の 造 つ だ 下 等 な 生物 。 わ れ ら アス ラ に は 及び も せん ガ s 

右手 で 赤い 概 を ひき あげ な が びら 、 シ ヴァ ・ ル ドラ は 腰 を 上 げ 、 二 人 に 向 つ 
て ゆめ つこ り と 歩き だ し だ 。 ア ・ ミ ター バ の 前 で 立ち 止ま る と 、 類 光 が そ の 興 で 
ちろ ちろ と 燃え る 眼 を 細め て 、 シ ヴァ : ルド ラ は 陰湿 な 笑み を 浮 が べ だ 。 

「 そ うい えば あな だ 、 ひ と つ 大 変 な 誤解 を し て いる a 

「 何 を TT だ a 

「 あ な だ は 妻 を 私 に 奉 わ れ だ と 、 お つっ つ しゃ つて い だ で し ょ うつ a 

「 そ うだ 、 お まえ は サテ ィ ー を 2 年 前 お れ の 前 ながら さ ら つ だ a 

「 で も 、 そ の 女 び も と も と 私 の 妻 だ つ だ と し だ たら い が が で す ガ s 

シヴァ ・ ル ドラ は 楽し そう に 言 つ だ 。 

「 そ ん な 馬鹿 な こと が 、 あ る わけ な い a 

「 と ころ が 本 当 な の で す よ 。*" あれ " は 、 私 が この 醒 い ディ ー ヴ テア の 姿 を し 
TiStCEDS も ちろ ん あの 為 に だ け 造 られ だ “も の " だ つ だ の で す が 
ね 。 と ころ が 、 私 が 目 を 離し だ 隙 に 逃げ 出し て 、 い つの ま に や ら 涼 し い 顔 を し 
て 、 あ な だ の も の に な つて い だ と いう わけ で す ゃ 

確 ひ に ア ・ ミ ター バ は 彼女 の 過去 を 知ら な か つた だ 。 だ が 、 そ れ は 彼女 に 始め 
CH すでに 彼女 は 記憶 を 失 つ て い だ の だ 。 

そん な で ま ガ せ を 信じ る も の が 。 お まえ は 感 星 マ トウ ラー で サ 

目 の 前 で 。 い こら 裏切ら れ だ と は いえ 、 が つて 愛し 



















































































だ 女 を あん な に 障 単 に 殺せ る は ざ ず が な い だ ろ う が 。 

ア ・ ミ ター バ は 明 ら が に 動揺 し て い だ 。 

「 愛 し た ……… で す つ て ! 。 " 愛 " 、 な ん と 陳腐 な 響き 、 な ん と 不浄 な 言葉 。 
あな た が だ た だ ディー ヴァ に 仕え る 者 は 、 ど こま で 愚 お し いん で し よう ガ 。 “Be” 
な ど と は 偽り の 感情 、 デ ィ ー ヴ アガ が あな だ た が だ を 拘束 する だ め の 足 グ せ な の で 
す よ a 
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ア ・ ミ ター バ は 返す 言葉 が な が か っ だ 。 ラ トナ も 黙っ つて こと の 成行 きき を 見 つめ 
て い だ 。 

「 し が だ あり ませ ん ね 。 そ を それで は 、 あ な だ に お も し ろ い も の を お 見 せ し ま し 
よう 。 き あ ド ウゥ ル ガ ー 、 こ ちら へ お いで ぁ 

シヴァ ・ ル ドラ が ガ が 声 を が け だ 方 向 に 人 影 が 動い た 。 ア ・ ミ ター バ は 皿 を 呑ん 
だ 。 そ こ に は サテ ィ ー ガ が 、 死ん だ は ず の 本 が そこ に 立つ て い だ ……… 

「 サ ティ ー、 生 き て い だ の ガ ぁ 

ガ す れ だ 声 が 、 ア ・ ミ ター バ の 口 ガ ら 混 れ だ 。 

et あな だ の いう サテ ィ ー じ ゃ な いん で す よ 。 “あれ "と 
同じ 人 工 有 機体 な ん で す よ 。 も つと も 、 ま だ "これ" は 処女 で し て 
うつ で す ガ が 、 あ ちら の ほう も 同じ ひど う ガ が 、 お 試し に な り げ ふ つ ぁ g 
























































いき な り の 、 ご どす 黒い 
赤 ぐ 染め だ 。 そ の 肢 に 
ld, ETA 
































DD, RAB 
そこ ご に は 、 〇 OM プラ スタ マー を 
まさ が お き 
シヴァ ・ ル ドラ は 品 
ゆめ う と 音 を 唱 ら せ て 言葉 を 吐き は 


rs 
に 





の 形相 





BUTT 


も 信じ られ な いと で も いつ だ 顔つき で 、 鮭 息 に 染 ま つ だ 
に 変わ り 、 後 ろ を 振り 返 つ だ 。 


・ ル ドラ の 

















が ら あ ふれ 、 白 い ス ー ツ の 胸 を 
は 、 大 き な 穴 が ぽつり と 開い て いた 。 シ ヴァ ・ ル ドラ 







































































に し だ ドウ ゥ ウル ガー 
まえ が 、 私 を … 
が ら あ ふれ で る 皿 液 に むせ 、 


to) 





が 立ち ず そ ん で い ) だ 。 


同 に あい だ 穴 お ら ひ ゆう ひ 
H す と 、 そ の 場 に 倒れ こん だ 。 そ し て 、 そ の 容 


姿 は みる みる うち に 衣 れ て ゆき 、 赤 黒き 影 と な つて 部 屋 か お ら 消え て いつ だ 。 

「 わ だ し は ドウ ル ガ ー ……… DAR, か デア ャ ー ゃ の es 、 わ から な い 。 遠 い … 
… 記 憶 が 、 あ り ま す a」 
呈 が 起こ りつ つ あ っ だ 。 ド ウゥ ル ガ ー に は サテ ィ ー の 記 殿 が 


SESSLER 





宿り 始め て い だ 。 
ラ ト ナ と ア ・ ミ ター パ バ は 彼女 を 連れ 、 シ ヴ ア ・ ル ドラ の 艦 を 後に し た 。 斬 ご 
し て 艦 は 、 二 人 が 動力 源 に 仕掛 け だ 爆薬 に よ つ て 、 大 旗 発 を 誘発 し だ 。 そ れ を 


WIC, PF 




















ビー ガ 達 は 攻勢 に 転じ だ が 、 そ の 時 シヴァ アァ ・ ル ドラ の 声 が 郷 き 渡 つ だ 。 


「 醒 い デ ャ ー ヴ ァ テ の 肉体 な ど 失 つて も 、 ど うつ て こと は な い 。 念 こそ アス ラ 
は 一 つ に な る 。 そ ろ そ ろ 、 終 わり に し よう 。 


戦場 は 





到 大 な 赤黒 い 影 に 間 い つこ され て い だ 。 そ し て 、 ヴ リト ラ 


は 瑞 味 方 関 


係 な ぐ 、 艦 を 呑 込み 始め だ 。 ヴ リト ラガ ら 逃 げ 感 うう ち に 、 戦 場 は 青 の 感 星 の 
大 気 賠 近 で まで 移動 し て い だ 。 そ を し て つい に 戦場 を 失っ つっ だ マー タリ の 艦 に 、 さ 


き ほ ど フ リ シ コ ユナ の 艦 を 呑 込ん だ ヴ リ トラ の 、 数 km こも 及ぶ 巨大 な 























が 迫 つ て 





きだ 。 ヴ リト ラガ ら 発 せら れる 強力 な 超 波動 に よ つ て 、 マ ー タ リ の 上 幅 は きしみ 、 





今にも 分 解 を 始め そう な 了 黄 音 


LIAL ROME. KResF 


URES. TR BERL 


iz 


PAIDORA, —it FE 





さま 


が 数 秒 の 出来 事 で あつ だ が 、 閑 光 の 去 つ だ 後 、 宇 宙 は 





し まつ だ ! 145 





じい 光 が 空 間 を 和 覆い 、・ 








Bae 


wi 


艦隊 は 動き を 止め 、 残 り の 2 
に おい て も 数 十 万 の 人 間 

スク リー ン に は 、 ヴ リト ラ 
顔 が あつ だ 。 


全 域 


だ 


ご 包 まれ て い だ 。 


間 に 審 き 渡 つ た ガ と 思う と 、 
イシ ユ ジ ヌ 銀 河 を 関 光 が 駆け 巡 つ だ 。 そ れ は 、 わ ず 


ん だ の は ヴ リ トラ の ぼう で あつ だ な だ. そし て 巨大 な 青 
に 温和 良し 始め だ 。 















































LAD 








す 。 総 て を お 話し し き 





目 も こら お よう な す 


F 穏 を 取り 戻し て い だ 。 
体 の ヴ リ トラ は 姿 を 消し て い だ 。 ヴ イィ シ ュ ユ ヌ 銀河 
i PAIOE DC \VESE CHS. 
ご 呑 込ま れ 、 死 ん だ と 思わ れ て い だ ク リ シ ュ ナ の 











な ん て 心地 よい と ころ だ ろう つ 。 ま LR . BORD 

ZIDNTWVEDDADA, BALL VERRTI6G ASAT. 
の 前 に は 小さ な 美しい 神殿 が あつ だ 。 そ し て その 中 央 に 、 ク フリ シ ユナ が だ 
だ ぎん で い だ 。 

「 よ か っ だ 。 や っ ぱり 生き て い だ の が a 

6 人 は 口 を 揃え て いつ だ 。 

「 心 配 レ し て くれ て 、 あ り が と う 。 で も 私 は 皆さん に あや ま ら な けれ ば な り 
tha 

クワ クリシュナ の 顔 か な ら は 、 記 憶 の 忠 失 に よる 昔 痛 は 消え うつ せ 、 実 に す が す だ が し 
い 笑 み を うお べ て い だ 。 そ れ は 、 彼 が 男 で ある に も お が わら ず 、 ま る で 女神 で 
ある か の よう な 素晴らし い 表情 だ つ だ 。 

クリ シコ ユナ は 言葉 を 続け だ 。 

「 私 び ザ ヴ リト ラ に 呑 込ま れ だ 時 、 総 て の 記憶 が 明白 に な り ま し た ゃ 

「 私 は ディ ー ヴ ァ 。 買 方 び た が 神 と 呼ん で いる 者 で す 。 そ し て 、 ア スラ は ほ は 悪 
魔 と 呼ば れ て いる ん で し よ や 」 

6 人 は 医 う と いう こと を 所 れ て 、 黙 つて 聴き いつ て い だ 。 

「 こ の 銀河 形成 され る 前 、 ご こ ご に あつ だ の は アス ラ の 支配 する 赤い 星 と 、 
ディ ー ヴ ァ の 支配 する 青い 星 ど だけ で し だ 







































































「 そ し て 、 ア スラ と ディ ー ヴ ァ の 争い の 結果 と し て 、 ご の ヴィ イ シコ ユ ヌ 銀河 が 
生ま れ ま し た だ 。 そ れ 以 来 も 、 幾 度 と な ぐ 争 い ガ 起こ り 、 そ の 度 に 私 だ 
ち デ ィ ー ヴ ァ は 勝利 を お さめ て きま し だ た 

「 で も それ は 、 い つも 私 だ ちの ず 供 買 方 が だ の 力 に よる も の で は な ぐ 、 




















ディ ー ヴ アァ の 力 に よる も の で し だ た ぁゃ 

「 こ ん ど は 、 子 供 達 ぼけ の 手 で 闘 つ て ほし いと 思い 、 買 万 ガ だ を ご ご へ 導き 
まし だ 。 ご めん な さい 。 で も 結果 私 だ ち が 救 われ る こと に な り ま し だ 

「 ま さ が 、 ア スラ が 私 だ ちの 聖域 に 攻め いつ て ぐる と は 思 つ て も いま せん で 
し だ 。 ア スラ は 実態 化し て いた だ に も が わら ざ 、 私 だ ちの 聖域 に 深く 入り 込ん 
で いる の を 忘れ て いま し だ 4 

r デ ィ ー ヴ ァ と アス ラ は 、 そ の 実態 に お いて 、 決 し て お 互い の 聖域 を 侵す ご 
と は で ぎ きま せん 。 あ そこで アス ラ を 倒す の は 容易 な こと で し だ a 

「 と ころ で ア ・ ミ ター バ 。 人 人 工 有 機体 も 立派 な 人 間 だ と 思い ませ ん が ガ a 

「 は いつ J」 a 

ア ・ ミ ター バ は 、 や け に 賢 ま つて 答え だ 。 

「 あ り が と う 。 ガ わい が つて あげ て 下さ きい 。 ド ゥ ル ガ ー、 い え サ ティ ー も モ 、 
私 だ ち に と つて は 、 弥 の よう な も の で す ぁ 

、 マ ー タ リ 。 約束 どおり 、 新 し い 旦 帝 を 務め て 下さ い 。 
「 ご れ は お も し ろ い 、。 昨 | 清 賊 が 明日 の 皇帝 の 。 神 様 も や 粋 な お こと を する も 
















































































ん だ a 
ラ ト ナ は 、 ふ きだ し た 。 
クリ シコ ユナ 、 い や ディ ー ヴ アァ は 笑み を 残し な が ら 、 そ し て 静 が に 容 を 消し た 。 
銀河 は ……… 、 新 し い 時 代 に 向け て 動き 始め て いた …… の em 


| 
| 
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ペー ベー ベー ペー ズー ペー ズー ペー マー ペー マテ | 


@ 








ゲー ム を 始め る 前 に 





















る ゲー ム を 始め る た め に 必要 な 
る 基本 的 な 操作 
@ グ ゲー ム の 開始 
@ グ ゲー ム の 勝敗 ……… 
@ 他 機種 と の 相互 関係 …… 

@ る ゲーム 全 体 の 流れ ーー ツー 
@「 カ リコ ガ の 光 揮 」 用 語 集 











@ ら @@@@@@@@ 

















ゲー ム を 始め る 前 に 





次 始め に 


この た び は 、 当社 の 「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 
に あり が と う 己 ざい まし だ た 。 

まず 、 こ の マニ ュ ア ル を 一 通り ご 覧 くだ さい 。 特に 『 ゲ ー ム 開始 』 の 部 分 は よ 
く 読 ん で 理解 し て くだ さい 。 ゲーム の 操作 方 法 、- 内 容 を 理解 し な いこ と に は 勝 
利 を 収め る こと は 不可 能 で すし 、 お も し ろ さ も 半減 し て し まい ます 。 

最初 の 数 回 は 練習 の つも り で 、 簡 単 な シ と ナリ オ で マニ ュ ア ル を 読み な が ら ゲ 
ー ム を 進め る こと を お 勧め し ます 。 始め は な か な か 勝て な いと 思い ます が 、 回 
を 重ね る ご と に 自分 な り の 戦略 、 戦 術 が 見 えて くる は ず で す 。 


























マニ ュ ア ル 中 に 意味 が 不明 の 単語 が あり まし た ら 、p.41 の 「 カ リ ・ ユ ガ の 光 光 
用 語 集 を ご 参照 くだ さい 。 ま た 、 別 冊 ( デ ー タ プ ブール) も ゲー ム 進 行 に お 役立て 
くだ さい 。 





ディ ー ヴ ァ の 設定 は 、 巻 頭 の スト ー リ ー に 基づい て いま す 。 

ヴィ シュ ヌ 銀 河 を 統治 する イン ドゥ ー ラ 帝国 は 、 そ の 皇帝 "マヌ "の 努力 に 
より 、 非 常に 理想 的 か つ 平 和 な 社会 を 形成 し 、 繁 栄 を 極め て いま し た 。 

し か し 、 帝 国 宇宙 軍 総 司令 "シヴァ ・ ル ドラ "の 陰謀 に より 、 そ の 統治 惑星 
で ある “アル ジェ ナ " が 破壊 され て し まい まし た 。( い わ ゆ る 、 軍 部 の クー デ タ 
ー で す ) 

事実 上 、 無 政府 状態 と な っ た 銀河 は 乱れ 、200 に も 及ぶ 星系 (恒星 と いく つか 
の 惑星 か ら な る ) で は 、 そ れ ぞ れ 権 力 を 握る 者 た ち に よる 争い が 続い て いま し た 。 

"シヴァ ・ ル ドラ " は その 混乱 に 乗じ 、 圧 倒 的 戦力 を 誇る 帝国 宇宙 軍 を 率い 、 
武力 に よる 星系 の 侵略 を 開始 し まし た 。 

以上 が 、 ゲ ー ム 開始 時 の 状況 設定 と な り ま す 。 

状況 設定 の 詳細 は シナ リオ を 選択 し た 際 に 画面 に 表示 され ます の で 、 そ れ を 
ご 覧 くだ さい 。 



































次 ゲー ム を 始め る た め に 必要 な も の 


BAK 
PC-9801VM/VX/UV/UX 


画 デ ィ ス プレ イ 

640 ド ッ ト メ 400 ラ イン の 高 解像度 表示 が 可能 な ディ スプ レイ 。 
画 マ ウス 

NEC 純正 の パス マウ ス か 、 ま た は それ と 同等 の 動作 を する も の 。 (マウ ス な し 
で も 操作 で きま す が 、 マ ウス を 使う こと を お 勧め し ます ) 

※ シ リア ル マ ウ ス (RS-232C コネ クタ ー を 利用 し た マウ ス ) に は 対応 し て いま せ 

ん の で 注意 し て くだ さい 。 

画 本 マニ ュ ア ル 

「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 。 
画 ゲ ー ム ディ スケ ッ ト 

「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] ゲー ム デ ィ ス ケッ ト 。 

2HD ディ スケ ッ ト | MK 
画 ユ ー ザ ー デ ィ ス ケッ ト 

2HD の プラ ンク ディ スケ ッ ト | 枚 。 ( 未 使用 の ディ スケ ッ ト ) 

ゲー ム を 中 断 す る 際 の デー タ 保 存 と マス ター ディ スケ ッ ト の 保護 の た め に 、 
読み 書き の 頻繁 な デー タ を ユー ザー ディ スケ ッ ト に 転送 し て 使用 し ます 。 

も し 、 一 度 使っ た ディ スケ ッ ト を 使う と き は 、 デ ィ ス ケッ ト を 初期 化し て 使 
いま す の で 、 必 要 な デー タ の 入っ た ディ スケ ッ ト を 使わ な いよ う 注 意 し て くだ 
さい 。 

※ VM/VX の 場合 5 イン チ 、UV/UX の 場合 3.5 イ ンチ の ディ スケ ッ ト を 使用 。(2 

HD 専用 ) 


















































次 基本 的 な 操作 


基本 操作 は 、 画 面 上 に 表示 され て いる メニ ュー より 該当 する 項目 を 選ん で 、 
進め て いき ます 。 
@ マ ウス 


vr 





マウ ス で の 操作 は 、 マ ウス カー ソル を 選択 し た い 項目 に 合わ せ て 、 左 右 の 
ボタ ン を クリ ッ ク (押し て は な す ) し て 使用 し ます 。 
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る キー ボー ド 











| 
| 
| 








キー ボー ド で の 操作 も マウ ス と 同じ よう に 、 マ ウス カー ソル を カー ソル キ 
ー[ IL に に で 選択 し た い 項目 に 合わ せ て 、 [GRAPH] + —, [NFERI キ ー を 押し て 
使い ます 。 
左 ボ タン <-> [GRAPH] キ ー 
右 ボ タン — [NFER] + — 
※ キ ー ボ ー ド で の 操作 も マウ ス と 同様 に し て 行い ます の で 、 特 殊 な 操作 以外 は 
キー ボー ド の 操作 に つい て の 説明 は 省 か せ で いた だ きま す 。 
画 メ ニュ ー の 項目 を 選択 する 場合 
マウ ス を 動か し て 、 マ ウス ガー ソル を メニ ュー の 中 の 選択 し た い 項 目 に 合わ 
せ て 、 左 ポタ ン を クリ ッ ク し ます 。 こ の 操作 で メニ ュー の 項目 が 選択 され ます 。 
以後 、 マ ニュ アル 中 に 「 選 択 し て 」・「 選 ん で 」 と あり まし た ら 、 特 に 指定 の 
な い 限 り 、 上 記 の 方 法 で 選択 し て くだ さい 。 
BR 定 
マウ ス で 項目 を 決定 する と き は 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
以後 、 マ ニュ アル 中 に 「 決 定 し て 」・「 決 定 す る ] と あり まし た 、 特 に 指定 の 
な い 限 り 、 上 記 の 方 法 で 決定 し て くだ さい 。 
画 キ ャ ン セ ル 
コマ ンド を キャ ン セ ル し た いと き や 、 | つ 前 の メニ ュー に 戻り た いと き は 、 
右 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
※ 移 動 、 配 備 、 艦 隊 戦 、 惑 星 戦 は 、 一 度 コ マン ド を 実行 する と や り 直 し で きま 
せん の で 、 注意 じ G くだ さい 。 
較 数 値 の 入力 
ゲー ム 中 の 数 値 の 入力 で は 、 次 の よう な 画面 表示 が 出 ます 。 
数 値 の 入力 は マウ ス で も キー ボー ド の テン キー で も 可能 で す 。 






















数 値 が 0 クリ ア さ れる 










BS キー 
一 廊 字 前 の 数 値 に 戻る 






ENT キー 
数 値 を 決定 する 


@ マ ウス 
マウ ス を 動か し て 、 マ ウス カー ソル を 入力 し た い 数 値 の 表示 に 合わ せ て 、 
左 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 数 値 が 入力 され て 画面 に 表示 され ます 。 この 操 
作 を 繰り 返し て 、 数 値 の 入力 が 済み まし た ら 、IENTI に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 
て 、 左 ポタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 数 値 の 入力 は これ で 終了 で す 。 
数 値 の 入力 を 間違え た と き に は 、[CL| (0 クリ ア ) ABS) (1 DRY) を 使っ 
て 、 入 力 し 直し て くだ さい 。 
数 値 の 入力 を キャ ン セ ル し た いと き は 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
キー ボー ド 
テン キー て 入力 し た い 数 値 を 押し 、 数 値 の 入力 が 済ん だ ら [RETURN| キ ー を 
押し て くだ さい 。 数値 の 入力 は これ で 終了 で す 。 
数 値 の 入力 を 間違え た と き は 、[HOMEI| キ ー (0 クリ ア ) か [BSI キ ー (1 つ 戻 
り ) を 使っ て 、 入 力 し 直し て くだ さい 。 
数 値 の 入力 を キャ ン セ ル し た いと き は 、[NFERI キ ー か [ESCIl キ ー を 押し て く 
だ さき UN, 
※ ゲ ー ム 中 の デー タ セ ー プ は 、 銀 河 コ マン ド の 「 中 断 ] の 項目 を 、 デ ー タ ロー 
ド は 、 ゲ ー ム の 開始 の 「 ゲ ー ム の 続き を 始め る 」 の 項目 を ご 覧 くだ さい 。 




















次 ゲー ム の 開始 


国之 之 又 0 接线 
マウ ス を 使用 され る 方 は 、 背 面 の マウ スコ ネクター の 方 向 に 注意 し て 接続 し 
て くだ さい 。( 詳 し いこ と は マウ ス の 説明 書か パソ コン 本 体 の ガイ ドブ ッ ク を ご 
覧 くだ さい ) 
※ シ リア ル マ ウ ス (RS-232C コネ クタ ー を 利用 し た マウ ス ) に は 対応 し て いま せ 
ん の で 注意 し て くだ さい 。 
画 電 源 の ON 
ディ スプ レイ の 電源 を 入れ た 後 、 パ ソコ ン 本 体 の 電源 を 入れ て くだ さい 。 
プリ ンタ の 電源 は 切っ て お いて くだ さい 。 プリ ンタ の 電源 が 先 に 入っ て いる 





® 





と パソ コン 本 体 の 電源 を 入れ た と き に 不正 な 文字 を 印字 する こと が あり ます 。 
画 マ ウス 、 キ ー ボ ー ド の 選択 

パソ コン 本 体 の 電源 を 入れ た 後 、 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 の ゲー ム デ ィ ス ケッ ト を 
ディ スク ドラ イブ | に 、 ユ ー ザ ー デ ィ ス ケッ ト を ディ スク ドラ イブ る 2 に 入れ て 
くだ さい 。 
※ 初 め て ゲー ム を プレ イ す る 場合 は 、 ユ ー ザ ー デ ィ ス ケッ ト 用 に プラ ンク ディ 

ケッ ト を ディ スク ドラ イブ 2 に 入れ て くだ さい 。 

し ば らく する と 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 




















ゲー ム 中 の 操作 に 何 を 使い ます か 。 
下 の 中 か ら 番 号 で 選ん で くだ さい 。 





1. マウ ス (数 値 、 文 字 の 入力 は キー ボー ド ) 
2. キー ボー ド 





マウ ス で ゲー ム を 操作 する 国 キ ー、 キ ー ボ ー ド で ゲー ム を 操作 する な ら ば 
回 キー を 押し て くだ さい 。 
※ し ば らく し て も 画面 に 上 の よう な メニ ュー が 表示 され な いと き に は 
リセ ッ ト | ボ タン を 押し て くだ さい 。 
還 オ ー プ ニン グ ・ デ モ 

マウ ス 、 キ ー ボ ー ド の 選択 が 終わ る と オー プ ニ ン グ ・ デ モ が 始ま り ま す 。 
画 [ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作る 」 

すでに 作成 し て ある ユー ザー ディ スケ ッ ト で ゲー ム を 始め る 方 は 、「 新 し く ゲ 
ー ム を 始め る ] また は 、「 ゲ ー ム の 続き を 始め る 」 の 項目 を ご 覧 くだ さい 。 
オー プ ニ ン グ ・ デ モ 中 に 左 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

し ば らく する と 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 





























新しく ゲー ム を 始め る 
ゲー ム の 続き を 始め る 
ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作る 














初め て ゲー ム を プレ イ す る 方 、 も し く は 新しく ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作成 
し た い 方 は 「 ユ ー ザ ー デ ィ ス ケッ ト を 作る 」 を 選ん で くだ さい 。 次 の よう な 表 
示 が 出 ます 。 





ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作り ます 。 

ドラ イブ 2 に ユー ザー ディ スク 用 の ディ スケ ッ 
ト が 入っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 

準備 が で きま し た ら 、 マ ウス の 左 ボ タン を クリ 
ッ ク し て くだ さい 。 





ドラ イブ 2 に プラ ンク ディ スケ ッ ト を 入れ て 、 準 備 が で きま し た ら 左 ポタ ン 
を クリ ッ ク し ます 。 炊 の よう な 表示 が 出 て ユー ザー ディ スケ ッ ト の 作成 が 始ま 
り ま す 。 











ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作成 中 で す 。 











ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作成 する の に 数 分 か か り ま す の で し ば らく お 待ち く 
だ さい 。 作成 し 終わ る と 、1| つ 前 の メニ ュー に 戻り ます の で 、「 新 し く ゲ ー ム を 
始め る 」 を 選ん で くだ さい 。 

※ ユ ー ザ ー デ ィ ス ケッ ト に は 、 ゲ ー ム 中 の 大 切な デー タ が 保管 され ます の で 、 

未 使用 の プラ ンク ディ スケ ッ ト を 使う こと を お 勧め し ます 。 

画 [新しく ゲ ー ム を 始め る ] 
オー プ ニ ン グ ・ デ モ 中 に 左 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
し ば らく する と 炊 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 














新しく ゲー ム を 始め る 
ゲー ム の 続き を 始め る | 





ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作る 








新しく ゲー ム を 始め た い 方 は 「 新 し く ゲ ー ム を 始め る 」 を 選ん で くだ さい 
次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 





シナ リオ を 選ん で くだ さい ? 
カリ ・ ユ ガ の 光輝 
シナ リオ 2 
シナ リオ 3 
シナ リオ 4 




















ここ で は 、 新 し く 始 め る ゲー ム の シナ リオ を 選ん で くだ さい 。 


シナ リオ を 選択 する と 、 選 ば れ た シナ リオ に つい て の 設定 、 終 了 条件 な どの 
説明 が 画面 に 表示 され ます 。 


@ 





そこ で 、 選 ん だ シナ リオ を プレ イ し た いと き は 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。 

さら に 、 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます の で 、 帝 
の レベ ル を 選ん で くだ さい 。 
※ 別 の シナ リオ を プレ イ し た いと き に は 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 、 

する と 1 つ 前 の メニ ュー に 戻り ます の で 、 シ ナリ オ を 選び 直し て くだ さい 


帝国 の レベ ル を 決め ます ? 











图 





側 (コン ピュ ー タ ) 























初 、 級 
中 級 
a 級 




















帝国 側 の レベ ル の 選択 が 終了 し ます と 、 炊 に ウォ ー デ ー タ の 入力 の 画面 が 表 
示さ れ ま す 。 








ウォ ー デ ー タ を キー ボー ド で 入 
ALT HEU. 











ディ ー ヴ ァ の スト ーー リー から スト ー リ ー 6 まで の ウォ ー デ ー タ 18 文 字 を 入 
力 し て くだ さい 。 入力 され た ウォ ー デ ー タ か ら ス トー リー に 関係 する キャ ラク 
ター が 艦隊 の 司令 官 と し て 、 登 録 さ きれ ます 。 

ウォ ー デ ー タ を 入力 し な いと き は 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
ウォ ー デ ー タ の 入力 が 終了 し ます と ゲー ム が 始ま り ま す 。 

※ カ リ ・ ユ ガ の 光輝 で は 、 ゲ ー ム バラ ンス を 考え て ウォ ー デ ー タ を 入力 し て も 
艦隊 デー タ と し て 登録 され ませ ん 。 

画 「 ゲ ー ム の 続き を 始め る 」 

ォ ー ブ ニン グ ・ デ モ 中 に 左 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

し ば らく する と 次 の よう な 表示 が 出 ま す 。 











| 新しく ゲー ム を 始め る 
ゲー ム の 続き を 始め る 
ユー ザー ディ スケ ッ ト を 作る 
































前 回 、 中 断 し た ゲー ム の 続き を プレ イ す る 方 は 、 ユ ー ザ ー デ ィ ス ケッ ト が ド 
ライ ブ 2 に 入っ て いる の を 確認 し て か ら 、「 ゲ ー ム の 続き を 始め る 」 を 選ん で く 
だ さい 。 セ ー プ し た デー タ 名 が 次 の よう に 表示 され ます 。 





カリ ・ ユ ガ の 光輝 DATA | 
| カリ ・ ユ ガ の 光 DATA2 
シナ リオ 2 DATA | 














そこ で 、 続 き を プレ イ し た い デ ー タ を 選ん で くだ さい 。 
ゲー ム が 始ま り ま す 。 


次 ゲー ム の 勝敗 


シナ リオ で 設定 され て いる 状況 の 中 で 、 帝 国 (シヴァ ・ ル 
ドラ ) と 戦い な が ら 、 シ ナリ オ の 勝利 条件 を 満た すこ と で す 。 


ゲー ム の 目的 は 、 


勝利 条件 は シナ リオ に よっ て 違い ます の で 、 


デー タ が 読み 込ま れ 、 





ム を 始め て くだ さい 。 


支 他 機種 と の 相互 関係 


「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] で も デー タ 互 換 が 図ら れ て いま す 。 
ー タ に よっ て 司令 官 候補 の 一 人 と し て 登録 され ます 。 














次 ゲー ム 全 体 の 流れ 


「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] は 大 別して 、 











シナ リオ を よく 読ん で か ら ゲ ー 


共 力 され た ウォ ー デ 


3 種類 の モー ド か ら 成 っ て いま す 。 CHE 


れ を 「 戦 略 モ ー ド 」、「 艦 隊 戦 モー ド 」、「 惑 星 戦 モー ド 」 と 呼び ます 


戦略 モー ド で は 、 
行い ます 。 


I12 の コマ ンド を 使用 し て 、 戦 略 、 政 衝 





持 、 艦 隊 戦 、 惑 星 戦 を 





< コマ ンド チャ ー ト > 








銀河 マッ 
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[カリ ・ ユ ガ の 光輝 」 用語 


圏 マ ウス カー ソル 
画面 中 に 表示 され た 矢印 で 、 マ ウス の 動き に 合わ せ て 移動 する 。 
BY) v7 
マウ ス の ボタ ン を 押し て は な す 動 作 の こと 。 
圏 プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト 
何 も 書 き 込 まれ て いな い 未 使用 の ディ スケ ッ ト 
画 ス クロ ー ル バー 
一 覧 素 な どの 横 ま た は 下 に 表示 され て 、 バ パー の 中 の 矢印 に マウ スカ ー ソ ル を 
合わ せ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 矢 印 の 方 向 に スク ロー ル し ます 。 
BE 系 
恒星 (太陽 系 な ら ば 太陽 ) を 中 心 と し て 数 個 の 惑星 で 形成 され る 。 政治 経済 
等 は 星系 単位 で 運営 され て いる 。 
カリ ・ ユ ガ の 光輝 で は 、30 の 星系 が 戦い の 舞台 と な る 。 
B= 星 
星系 の 政治 経済 の 中 心 と な る 。 
星系 の 住民 の ほとん ど が 主星 で 生活 を 行う 。 
な お 、 主 星 に は 環境 汚染 を 避け る た め 、 工 業 プ ラン ト 、 採 掘 プ ラン ト は 建設 
で き な い 。 
主星 に は 、 コ ロニ ー、 研 究 セ ンタ ー、 防 箱 シ ステ ム が 建設 可能 
Bit 星 
星系 の 工業 、y2 採掘 の 中 心 と な る 。 
従 星 に は 、 工 業 プ ラン ト 、 採 掘 プ ラン ト が 建設 可能 。 
画 y2 (ガン マ 2 ) 
艦船 、 工 業 な どす べ て の エネ ルギー 源 と し て 使用 され る 。 
y2 は 採掘 プラ ント で 発掘 され 精製 され る 。 
画 ナ ー サ ティ ア 航 路 
他 星 系 と つなが り 、 ナ ー サ ティ アド ライ ブ に よる 星系 問 移動 を 可能 と する 
空間 航路 。 
画 ナ ー サ ティ アド ライ プ ブ 
ナー サテ ィ ア 航路 を 使っ て の 星系 問 移動 を 可能 と する 亜 空 間 航 法 。 
国有 艦隊 戦 
星系 内 で 敵艦 隊 、 中立 艦隊 と 遭遇 し た と き に 行わ れる 。 
BREN 
植民 星系 以外 の 惑星 を 攻撃 艦隊 で 、 攻 略す る 。 
主星 を 惑星 戦 で 攻略 する と 、 そ の 星系 は 、 植 民 星 系 に する こと が で きる 。 
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画 鉱 石 船 

y2 (エネ ルギー) を 積ん だ タン カー で 、 長 い 航 海 を 要する 攻撃 艦隊 に は 、 必 
ず 配 備 さ れる 。 
Mine 

攻撃 艦隊 に 配備 され る 艦 で 、 最 高 9 機 の DA を 搭載 可能 。 惑 星 攻 略 の 際 に は 
DA を 積載 し た 降下 用 ポッ ド を 射出 する 。 
MDA. 

ドラ イッ ンダ デア デー る ネー の 略 

揚陸 艦 に 搭載 され て いる 人 間 型 の 装甲 兵器 で 、 超 動力 、 地 上 攻撃 が すぐ れ て 
いる 。 

惑星 戦 の と き に 降下 し 、 地 上 を 制圧 する 。 
画 軌 道 ビ ー ム 
戦艦 に 装備 され て いる 対地 攻撃 用 の 強力 な ビー ム 兵 器 。 惑 星 戦 の と き に 、 惑 
星 軌道 か ら 地 上 の プラ ント を 攻撃 で きる 。 
画 コ ロニ ー 
主星 の み に 建 設 で き 、 住 民 の 生活 の 場 と な る 。 コ ロニ ー の レベ ル の 合計 が 環 
境 レ ベル と な る 。 
画 研 究 セ ンタ ー 

主星 の み に 建 設 で き 、 技 術 開 発 の 施設 で 、 研 究 セ ンタ ー の レベ ル の 合計 が 技 
術 レ ベル と な る 。 

艦船 の 製造 は 、 技 術 レ ベル が 低い と 製造 で き な い 船 が ある 。 
画 採 掘 プ ラン ト 

y2 が 埋蔵 され て いる 惑星 に 建設 可能 。 

各 惑 星 に 建設 され て いる 採掘 プラ ント の レベ ル の 合計 が 採掘 レベ ル と な り 、 
ー ケ ヶ月 の y2 の 生産 量 に な る 。 
画 工 業 プ ラン ト 

主星 と 未開 惑星 以外 の 惑星 に 建設 可能 。 

各 惑 星 に 建設 され て いる 工業 プラ ント の レベ ル の 合計 が 工業 レベ ル と な り 、 
艦船 の 製造 期間 や プラ ント の 建設 期間 に 影響 する 。 
画 防 衛 シ ステ ム 

未開 惑星 以外 の 惑星 に 建設 可能 。 

防衛 シス テム に 隣接 し た プラ ント は 防衛 力 が 増加 する 。 各 惑星 に 建設 され て 
いる 防衛 シス テム の レベ ル の 合計 が 防衛 レベ ル と な る 。 
画 攻 撃 艦隊 

敵 の 星系 に 侵攻 し て 、 艦 隊 戦 、 惑 星 戦 を 行う 艦隊 。 ナー サテ ィ ア 航路 を 使っ 
て の 星系 間 移 動 が で きる 。 

攻撃 艦隊 は 最大 10 勝 隊 ま で 配備 で きる 。 
画 防 衛 艦隊 

星系 を 敵 攻 撃 艦隊 の 侵略 か ら 守 る た め に 配備 する 艦隊 で 、 他 の 星系 へ 星系 間 
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移動 する も こと は で き な い 。 

防衛 艦隊 を 構成 する の は 機動 力 の 高い 専用 の 防衛 艦 で ある 。 
画 ウ ォ ー デ ー タ 

ディ ー ヴ ァ ・ ス トー リー | から スト ーー リー 6 まで の 艦隊 の 情報 の パス ワー ド 。 
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ゲー ム の 基本 的 な 進め 方 … 
e 銀河 コマ ンド 


。 行動 ポ イ RS 
行動 ポイ ント の 消 
行動 ポイ ント の 持ち 越し ・ 

2 So die cL iN ント の 








消費 





戦略 モー ド 


広 ゲ ー ム の 基本 的 な 進め 方 


ゲー ム の 目的 は 、 シ ヴァ ・ ル ドラ の 圧政 に よっ て 苦し ん で いる 星系 を 解放 し 、 
その 星系 を 経営 し な が ら 強 力 な 攻撃 艦隊 を 編成 し 、 シ ヴァ ・ ル ドラ 率い る 帝 

国 艦隊 を 撃ち 破る こと で す 。 

ゅ 星系 を 解放 する た め に は 、 そ こ へ 軍隊 を 送り 込ん で 勝ち 取ら な けれ ば な り ま 
せん 。 戦闘 は 宇宙 空間 内 で 行わ れる 艦隊 戦 と 、 星 系 の 各 惑 星 で 行わ れる 惑星 
戦 に 分 けら れ ま す 。 

e こ の ゲー ム で は 、 軍 隊 は 防衛 艦隊 、 攻 撃 艦隊 及び その 地上 降下 部 隊 を あら ね わ 
し ます 。 プ レイヤー は 戦艦 や 巡洋艦 な どの 艦船 を 建造 し て 防衛 艦隊 及び 攻撃 
艦隊 を 編成 し ます 。 

@ 艦船 を 建造 する に は 、 造 船用 の ドッ ク 、 高 度 な 技術 力 、 大 量 の 資源 を 要 し ま 
す 。 そ の た め に プレ イヤ ー は 自分 の 植民 星系 に コロ ニー、 研 究 セ ンタ ー、 工 
業 プ ラン ト 、 採 掘 プ ラン ト 、 防 衛 シ ステ ム を 建設 し 、 技 術 力 、 能 幸 、 生 産 性 
を 上 げ る た め に 投資 を し な けれ ば な り ま せん 。 

w 投資 する べき 分 野 は 環境 、 採 掘 、 技 術 、 工 業 な ど が あり ます 。 

e 投資 に は 英 大 な 費用 が か か る た め 、 プ レイ ヤー は 各 植 民 星 系 か ら 収税 し て 資 
金 と し ます 。 

@ 収税 は 月 ご と に 行わ れ 、 植 民 星 系 ご と に 税率 を 変え る こと が 可能 で す 。 た だ 
し 、 星 系 の 収入 、 支 出 を 考え て 税率 を 決め な いと 、 人民 の 反感 を 買い 反乱 が 
起こ る か も し れ ま せん 。 ま た 、 重 税 を 課す こと は 、 よ ほど の 場合 て でない 限り 
や め た 方 が 良い で し ょ う 。 

e 艦船 の 製造 、 配 備 や 星系 へ の 投資 、 プ ラン ト の 建設 、 帝 
コマ ンド を 入力 する こと に よっ て 行い ます 。 

@ ゲ ー ム は | ターン が 一 ケ月 に 相当 し て 、 プ レイ ヤー と 帝国 (コン ピュ ー タ ) 
が 交互 に 一 月 分 の 操作 を し ます 。 
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軍 と の 戦闘 な ど は 

















次 銀河 コマ ンド 
銀河 マッ プ 上 で 選択 する コマ ンド を 「 銀 河 コ マン ド 」 と 呼び ます 。 
ここ で は 、 銀 河 全体 の 情報 、 タ ー ン の 終了 、 ゲ ー ム の 中 断 、 星 系 の 選択 な ど 
の コマ ンド を 実行 し ます 。 
画 銀 河 マ ッ プ (銀河 コマ ンド 画面 ) 
ゲー ム が 始ま り ま す と 、 次 頁 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 以下 順に 説明 し 
ます 。 
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ター ン 表 示 
水色 : プレ ー ヤ ー タ ー ン 
赤色 : 帝国 (コン ビュー 

9) ター ジ 


mse et MR ae 













星系 表示 
惑星 数 表示 の 色 で テリ トリ ー を 表わす UL SIL (RB) 
水色 : プレ ー ヤ ー 側 植民 星系 、 同 レノ 術 レ ベル (水色 ) 
赤色 : 帝国 側 ノ SRL SIL (FE) 
绿色 : 中 立 星系 / 工業 レベ ル ( 白 色 ) 


クル 防衛 レベ ル ( 赤 色 ) 
星系 名 の 色 て 攻撃 艦隊 の 存在 


同盟 星系 表示 の 色 で テリ 
トリ ー を 表わす 

KE: プレ ー ヤ ー を 表わす 

赤色 : 帝国 水色 : プレ ー ャ ー - の 攻撃 


* 植 民 星系 の 場合 [ = 3 ls が いる 

表示 され な い 720M : 両者 の 攻撃 艦隊 が いる 
帝国 の 攻撃 艦隊 が いる 
同盟 星系 表示 : BURR ABE PLL Zt GY 














BRA IVY FOUR 

銀河 コマ ンド の 選択 は 、 画 面 上 部 の 表示 (銀河 コマ ンド ) を 見 な が ら マ ウス 、 
ファ ンク ショ ン キ ー で 行い ます 。 
@ 銀 河 コ マン ド 





| ae 中 新 图 了 | 
| 





e マ ウス 
画面 上 部 の 銀河 コマ ンド の 表示 で 選択 し た いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 合 
わせ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 コマ ンド が 実行 され ます 。 
@ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
画面 上 部 の 銀河 コマ ンド の 表示 で 選択 し た いと ころ と 対応 する ファ ンク シ 
ョ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 コ マン ド が 実行 され ます 。 
[ロー 障 報 | ・9] 一 陣 Fi9] 一 [eT] 














Bit 報 

情報 コマ ンド を 選択 する と 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 
全 星 系 情報 
攻撃 艦隊 情報 





見 た い 情 報 を メニ ュー か ら 選 ん で くだ さい 。 
@ 全 星系 情報 


スク ロー ル バ パー 





PUAIER TERRITORY 3 


銀河 マッ プ 内 に ある 30 星 系 の 情報 が 一 覧 表 で 表示 され ます 。 画面 上 に は 、 同 
時 に 10 星 系 分 し か 表示 され ませ ん の で 一 覧 表 の 左側 に ある スク ロー ル バ ー に 、 
マウ スカ ー ン ソル を 合わ せ て 、 一 覧 表 を 上 下 に 動か し 、 調 べた い 星 系 の 情報 を 出 
し て くだ さい 。 

マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク す る と 1| つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 
@ 147 Be AEE BL ER 


星系 内 の 恒星 を 中 心 と 
し た 座標 
















M 


ーー デー= OM Fe 
a 保 
ドラ ィ ビ 


艦隊 の 存在 
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プレ イヤ ー 側 の すべ て の 攻撃 艦隊 の 情報 を 表示 し ます 。 

右 ボ タン を クリ ッ ク す る と ! つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 

BP 断 

ゲー ム を 中 断 し て デー タ を セー ブ す る と き は 、 こ の コマ ンド を 使用 し ます 。 
中 断 コ マン ド を 選ぶ と 次 真 上 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 























® 





これ で デー タ を セー ブ し て 、 ゲ ー ム を 終わ 
り ま す 。 
マウ ス の 左 ポ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 








ゲー ム を 中 断 さ れる 方 は 、 こ こ で 左 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 ROKR 
示 が 出 て ファ イル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 








デー タ を セー プ ブ し ます の で 、 フ ァイル 名 を 
入力 し て くだ さい 。 














キー ボー ド で ファ イル 名 を 入力 し て [RETURN] キ ー を 押し て くだ さい 。 

ファ イル 名 は IO 文字 まで で す 。 ファ イル 名 の 入力 が 終わ る と デー タ が セー ブ 
され 、 ゲ ー ム が 終了 し ます 。 ゲ ー ム ディ スケ ッ ト と ユー ザー ディ スケ ッ ト を 大 
切 に 保管 し て お いて くだ さい 。 

ゲー ム の 中 断 を キャ ン セ ル し た いと き は 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

次 に ゲー ム を 始め る と き は 、 最初 の 選択 で 「 ゲ ー ム の 続き を 始め る ] を 選ん 
Tits Sy, 
get 了 

終了 コマ ンド は プレ イヤ ー が 移動 、 経 済 、 製 造 な どの 1 ターン 分 (一 ヶ月 ) 
の コマ ンド 操作 を 終了 し た と き に 選択 し ます 。 

終了 コマ ンド が 入力 され る と 帝国 側 (コン ピュ ー タ 側 ) の 操作 に 移り ます 。 

コン ピュ ー タ 側 の 操作 が 終わ る まで し ば らく お 待ち くだ さい 。 
画 星 系 の 選択 

「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] の コマ ンド の ほとん ど は 、 星 系 、 星 系 に 属す る 惑星 、 星 
系 内 に 存在 する 艦隊 に 対す る も の で す 。 そ れ ら の コマ ンド を 「 星 系 コマ ンド 」 
と 呼び ます 。 

星系 コマ ンド は 、 ま ず 星 系 を 選ん で か ら コ マン ド を 選択 し ます 。 

銀河 マッ プ を 見 て 、 移 動 、 経 済 、 建 設 な が どの コマ ンド を 実行 する 星系 を プレ 
イヤ ー の 植民 星系 、 同 盟 星系 、 攻 撃 能 隊 の 存在 する 星系 の 中 か ら 選 ん で くだ さ 
い 。 

選ん だ 星系 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 左 ポタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
銀河 マッ プ の 縮小 画面 と 星系 マッ プ が 表示 され 、 星 系 コマ ンド の 入力 が 可能 に 
な り ま す 。 





























次 行動 ポイ ント 


画 行 動 ポ イン ト の 消費 

「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] で は 、 攻 撃 艦隊 と 防衛 艦隊 の 、 移 動 、 艦 隊 戦 、 補 給 な 
どの コマ ンド を 実行 する に あたっ て 行動 ポイ ント 制 を 用 いま す 。 

1 つの 艦隊 に 対し て | ター ン に つき 5 ポイ ント の 行動 ボ ポイ ント が 与え ら 
れ 、 艦 隊 に 関係 する コマ ンド を 実行 する と 、 そ の つと 必要 な ポイ ント が 消費 
され ます 。 

コマ ンド を 実行 する の に 必要 な 行動 ポイ ント が 足り な いと き に は エラ ー メ 
ッ セ ー ジ が 表示 され 、 そ の コマ ンド を 実行 する こと は で きま せん 。 

艦隊 の 行動 ポイ ント が 0 に な る と 、 今 回 の ター ン の 行動 は 終了 で す 。 この 
場合 、 艦 隊 戦 、 惑 星 戦 で 戦闘 区 域内 に 存在 し て も 戦闘 に 参加 する こと は で き 
ませ ん の で 注意 し て くだ さい 。 

各 コ マン ド に よっ て 消費 する 行動 ポイ ント を 下 に 示し ます 。 


















































移 動 

星系 内 移動 | 

星系 間 移 動 3 
補 fe 

| 補 給 1 
編 成 

合 流 | 
惑星 戦 

惑星 戦 3 

艦 隊 戦 2 











圏 行動 ボ ポイ ント の 持ち 越し 

行動 ポイ ント を 残し て 、 今 回 の ター ン を 終了 し た 場合 、| ター ン だ け 次 
の ター ン に 行動 ポイ ント を 持ち 越す こと が で きま す 。 

例え ば 、 今 回 の ター ン て 星系 内 移動 を 2 回 行い 、 行 動 ボ ポイ ント を 2 ボイン 
ト 消 費 し て ター ン を 終了 する と 区 回 の ター ン で は 行動 ボ ポイ ント は 3 十 5 で 8 
と な り ま す 。( 行 動 ボ ポイ ント を 2 ター ン 持 ち 越 すこ と は で きま せん の て で 最大 値 
は 1I0 と な り ま す 。) 
画 艦 隊 戦 、 惑 星 戦 に お ける 行動 ポイ ント の 消費 

プレ ー ヤ ー の ター ン で 、 惑 星 戦 また は 艦隊 戦 に 参加 し た 艦隊 は 、 コ マン ド 
を 実行 し た 艦隊 と 同様 に 行動 ポイ ント が 消費 され ます 。 

コン ピュ ー タ 側 の ター ン で 戦闘 に 巻き 込ま れ た 場合 に は 、 行動 ポ イン ト は 
消費 され ませ ん 。 














回 


















































次 星系 コマ ンド 
Se eee 





星系 マッ プ が 表示 され る と 画面 上 部 の 銀河 コマ ンド の 表示 が 、 星 系 コマ ンド 
の 表示 に 切り 替わり ます 
國 星 系 コマ ンド の 選択 
星系 コマ ンド の 選択 は 、 マ ウス また は ファ ンク ショ ン キ ー で 行い ます 
@ マ ウス 
星系 マッ プ の 横 に 表示 され て いる メニ ュー の 中 か ら 選 択 し た い コ マン ド を 
選び ます 。 コ マン ド が 実行 され ます 。 
@ る ファ ンク ショ ン キ ー 
画面 上 部 の 星系 コマ ンド か ら 選 択 し た い コ マン ド と 対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー を 押し て くだ さい 。 コ マン ド が 実行 され ます 。 
e 画面 上 部 の 星系 コマ ンド の 表示 





移動 製造 配備 補給 経済 建設 編成 惑星 戦 艦隊 戦 情報 








一 | 移動 [#6] 一 


















































t1] 
[f- | -区 还 [・7] っ 
f・3 | — 匠人 备 f・8 | 
f・4 | — fe Greig] = 
f・5 | 一 | 経済 #- 10) > | 
画 移 動 
プレ イヤ ー が 攻撃 艦隊 また は 防衛 艦隊 を 移動 さき せる と き に 、 こ の コマ ンド を 
選択 し ます 。 


移動 に は 、 星 系 内 移動 と 星系 問 移動 の 2 種類 が あり ます 。 

星系 内 移動 と は 、 現 在 、 移 動き させ よう と する 艦隊 が いる 星系 内 で 移動 する こ 
と で す 。 

星系 問 移動 と は 星系 問 に 結ば れ た ナー サテ ィ ア 航路 を 使っ て 、 艦 隊 を 他 の 星 
系 に 移動 さき せる こと で す . 


四 


防衛 艦隊 また は 最 外周 の 惑星 軌道 内 に 存在 する 攻撃 艦隊 は 、 星 系 間 移 動 を 行 
うこ と は で きま せん 。 
@ 移 動 コ マン ド 画 面 












攻撃 艦隊 メニ ュー 






移動 コマ ンド メニ ュー 


ーー = 
防衛 艦隊 メニ ュー 4 i スク ロー ル バ パー( 諾 右 ) 


移動 を 選択 する と 移動 コマ ンド 画面 が 表示 され ます 。 次 の よう な メニ ュー が 
表示 され ます の で 、 移 動 方 法 を メニ ュー か ら 選 択 し て くだ さい 。 














星系 内 移動 
星系 問 移動 





@ 星系 内 移動 

① 移 動 さ せる 艦隊 を 艦隊 名 の メニ ュー より 選択 する か 、 ま た は マッ プ 内 の 艦 
隊 表 示 を 直接 マウ ス て で 選び ます 。 星 系 拡大 マッ プ 内 に 次 の よう に 表示 され ます 。 
マッ プ 内 の 能 隊 を 直接 選択 する 場合 、 マ ウス カー ソル を 艦隊 表示 に 合わ せ 
て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 








移動 可能 範囲 





選択 され た 黄色 の 円 て 艦隊 
隊 が 四角 で 囲ま 3 が 移動 で きる 範 
れ 星 系 拡大 マッ 囲 を 表示 

プ 上 の 対応 する 
艦隊 の 表示 と 結 
ば れる 







艦隊 の 構成 表示 










(72 の 量 ) 
ドー イン アー マー 





② 星 系 拡大 マッ プ 内 に は 、 移 動 さ せる 艦隊 の 移動 範囲 が 黄色 の 円 で 表示 され 
て いま す 。 移動 目標 に マウ スカ ー ソ ル に 合わ せ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し 
て ぐだ だ ざい 。 
移動 さき せな い 場 合 は キャ ン セ ル し て くだ さい 。 














@ 


@ 星系 問 移動 
星系 問 移動 は 最 外周 の 惑星 軌道 外 に 存在 する 攻撃 勝 隊 の み が 可 能 で す 。 
① 移 動 さ せる 艦隊 を 艦隊 名 の メニ ュー より 選択 する か 、 ま た は マッ プ 内 の 艦 
隊 表 示 を 直接 マウ ス で 選び ます 。 星 系 拡大 マッ プ 内 に 次 の よう に 表示 され 
ます 。 
マッ プ 内 の 艦隊 を 直接 選択 する 場合 、 マ ウス カー ソル を 艦隊 表示 に 合わ せ 
て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 





が 表示 され る 5 t 銀河 部 分 マッ プ 


移動 で きる 範囲 の 銀 
河 マ ッ プ 


② 星 系 拡大 マッ プ 内 に 、 現 在 艦隊 が 存在 する 星系 を 中 心 と し 銀河 マッ プ の 一 
部 と 艦隊 が 移動 可能 な 星系 名 の メニ ュー が 表示 され ます の で 、 移 動 し た い 
星系 名 を 選択 し て くだ さい 。 

※ 移 動 に は y2 (エネ ルギー) を 使用 し ます の で 、7?2 鉱石 船 の 積載 量 が 少な 
ーー al 











BY 造 

艦船 を 製造 する と き に 、 製 造 コ マン ド を 選択 し ます 。 

製造 は プレ イヤ ー の 植民 星系 で 行い ます 。 他 の 星系 で は で きま せん 。 

艦船 は 工業 プラ ント に ある ドッ ク て 製造 され ます 。 ド ッ ク は 工業 プラ ント | 
カ所 に つき | 基 で す 

艦船 を 製造 する の に 必要 な 技術 レベ ル が それ ぞ れ 決ま っ て いま す 。 星 系 の 技 
術 レ ベル が 必要 な レベ ル に 達し て いな いと 、 艦 船 の 製造 は で きま せん 。 

艦船 が 完成 する まで の 期間 は 、 工 業 レ ベル と 艦船 の 製造 値 (別冊 「 デ ー タ プ 
ー ル 」 参 照 ) に よっ て 決ま り ま す 。 製 造 値 を 工業 レベ ル で 割っ た 数 値 (割り 切れ 
な い 場 合 は 、 切 り 上 げ ) が 製造 に か か る 期間 と な り ま す 。 


製造 期間 = 製造 値 工業 レベ ル 








] 





完成 し た 艦船 は 、 配 備 ま た は 補給 コマ ンド まで 主星 に スト ッ ク さ れ ま す 
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e 製造 コマ ンド 画面 









コス ト 


1 隻 を 造船 する の に 
必要 な コス ト 


期間 
現在 の 工業 レベ ル て 人 造 E 

船 に か か る 予定 期間 、 a 系 で 製造 する 艦船 
実際 に は 工業 レベ ル に 
よっ て 変動 する 


星系 で 製造 され て 配 
備 待ち の 艦船 数 


製造 を 選択 する と 、 製 造 コ マン ド 画 面 が 表示 され た 後に 、 艦 船 の メニ ュー が 
表示 され ます 。 艦 般 の メニ ュー で 、 製造 し た い 艦船 の 数 に マウ スカ ー ソ ル を 合 
わせ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 

数 値 入力 用 の 表示 が 出 ま す の で 、 マ ウス また は テン キー て 製造 し た い 艦船 の 
数 を 入力 し ます 。 

Bac 備 

プレ イヤ ー が 艦隊 を 配備 し た いと き に 、 こ の コマ ンド を 選択 し ます 。 

配備 は プレ イヤ ー の 植民 星系 で 行い ます 。 他 の 星系 で は で きま せん 

配備 で きる 艦隊 に は 、 攻 撃 艦隊 と 防衛 艦隊 が あり ます 

配備 は 主星 に スト ッ ク さ れ て いる 艦船 を 使っ て 行わ れ ま す 。 

攻撃 艦隊 は 戦艦 (最大 4 隻 )、 巡 洋 艦 (最大 6 隻 )、0M 艦 (最大 12 隻 )、 ミ サ 
イル 艦 (最大 12 隻 )、 鉱 石 船 (最大 2 隻 )、 揚 陸 艦 (最大 | ME), DA (最大 9 机 ) 
で 構成 され ます 。 REI He, 

鉱石 船 を 配備 する と 、 そ の 船 は 自動 的 に 星系 の y2 の スト ッ ク の 1I096 (最大 
250) が 与え られ ます 。 

防衛 艦隊 は 防衛 艦 (最大 20 隻 ) の みて 構成 され ます 。 

攻撃 艦隊 は 、 全 体 で 最大 10 艦 隊 ま で 配備 で きま す 。 


SAE RIS, | つの 星系 に 3 艦隊 ま で 配備 で きま す 
tots 





e 配備 コマ ンド 画面 







星系 で 製造 され て 配 
備 待ち の 艦船 数 


配備 数 
艦隊 に 配備 する 艦船 数 


配備 を 選択 する と 、 ま ず 配 備 コ マン ド 画 面 が 表示 され ます 。 次 の よう な メニ 
ュー が 表示 され ます の で 、 攻 撃 艦 隊 か 、 防 衛 艦 隊 か を 選ん で くだ さい 。 


攻撃 艦隊 | 


| 防衛 艦隊 | 
e 攻撃 艦隊 の 配備 
① 攻 撃 艦隊 の 配備 を 選択 する と 、 司 令 家 の 名 前 の メニ ュー が 表示 され ます の 
で 、 こ の 艦隊 に ふさ わし い 司 令 官 を 選ん で 任命 し て くだ さい 。 特に 任命 
た く な けれ ば 、 司 令 官 な し を 選ん で くだ さい 。 
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. Shuvanne 
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Patty 
Shark 
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に の と と の 〇 コレ ビ ミ テ テ 








④ 司 令 官 を 選択 する と 、 司 令 宜 の プロ フィ ー ル が 表示 され 、 プ ロフ ィ ー ル の 
左下 に 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 








③ 選 ん だ 司令 宜 を 任命 する な ら ば 、 Et. HONSBOFAI1—-WAe 
Tee & ld, [NEXT eA TK HEALY, 
NEXT| を 選ん だ 場合 、 1 つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 
④ 配 備 コ マン ド 画 面 の 艦船 の メニ ュー で 、 配 備 する 艦船 を 選び ます 。 数 値 入 
カカ 用 の 画面 が 表示 され ます の で 、 配 備 する 艦船 の 数 を 入力 し て くだ さい 。 
⑤ 艦 隊 に 配備 する 艦船 の 数 を 全て 入力 し 終わ り ま し た ら 、 右 ボタ ン を クリ ッ 
ク し て くだ さい 。 配備 コマ ンド の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 
@ 防衛 艦隊 
① 防 衛 艦隊 の 配備 を 選択 する と 、 数 値 入力 用 の 画面 が 表示 され ます 。 防 衛 艦 
隊 に 配備 する 防衛 艦 の 数 を 入力 し て くだ さい 。 
② 配 備 する 防衛 艦 の 数 を 入力 し 終わ り ま し た ら 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て < く 
だ さい 。 配備 コマ ンド の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 
画 補 給 
艦隊 に 、 艦 船 ま た は y2 の 補給 を する 際 に 、 こ の コマ ンド を 選択 し ます 。 
補給 は 、 プ レイ ヤー の 植民 星系 、 ま た は プレ イヤ ー の 同盟 星系 で 行え ます 。 
た だ し 、 同 盟 星 系 の 場合 は 、y2 の 補給 し か で きま せん 。 







































































補給 は 主星 を 中 心 と し た 、 緑 色 の 円 の 内 側 に いる 艦隊 に 対し て の み 行 えま す 。 
9 補給 コマ ンド 画面 
ee ee ee 





① 補 給 す る 艦隊 を 艦隊 名 の メニ ュー より 選択 する か 、 ま た は マッ プ 内 の 艦隊 
表示 を 直接 マウ ス て 選び ます 。 補 給 用 の メニ ュー が 、 二 の まう に 表示 され 
ます 。 

② 補 給 す る 艦船 また は y2 を メニ ュー か ら 選 択 し ます 。 数 値 入力 用 の 画面 が 
表示 され ます の で 、 補 給 後 の 艦船 の 数 また は ヶ 2 量 を 入力 し て くだ さい 。 

③ 全 て の 入力 が 終わ り ま し た ら 、 右 ポ ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 補 給 コ 


® 


マン ド の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 
ge 済 
プレ イヤ ー が 税率 変更 また は 投資 を する と き に 、 こ の コマ ンド を 選択 し ます 。 
税率 の 変更 は プレ イヤ ー の 植民 星系 の み で 行え ます 。 
税率 は パー セン ト 表 示 で す 。 
投資 は 帝国 の 植民 星系 以外 の 星系 に 対し て も 資金 援助 の 形 で 行え ます 。 根気 
よく 資金 援助 を 続け る と 中 立 星系 が 同盟 星系 に な る こと も あり ます 。 





























@ 経済 コマ ンド 画面 


防衛 シス テム 





経済 を 選択 する と 、 ま ず 経 済 コ マン ド 画 面 が 表示 され ます 。 次 の よう な メニ 
ュー が 表示 され ます の で 、 税 率 変更 する か 、 投 資す る か を 選ん で くだ さい 。 





@ 税率 変更 
税率 変更 を 選択 する と 、 数 値 入 力 用 の 画面 が 表示 され ます の で 、 税 率 を 入 
カカ し で くる だ きい 。 
税率 を 入力 し 終わ り ま し た ら 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 経済 コ 
マン ド の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 
@ 投資 
投資 を 選択 する と 、 ま ず 投 資 コ マン ド 画 面 が 表示 され ます 。 投 資 項目 の メ 
ニュ ー て で 、 投 資 し た い 項 目 を 選ん で くだ さい 。 投 資 し た い 項 目 を 選ぶ と 、 数 
値 入 力 用 の 画面 が 表示 され ます の で 、 投 資金 額 を 入力 し て くだ さい 。 
全て の 投資 が 終わ り ま し た ら 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 経済 コ 
マン ド の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 
Mw 設 
プラ ント を 惑星 に 建設 し た いと き に 、 こ の コマ ンド を 選択 し ます 。 
建設 は プレ イヤ ー の 植民 星系 で 行い ます 。 他 の 星系 で は で きま せん 。 
プラ ント が 完成 する まで の 期間 は 、 工 業 レ ベル と プラ ント の 建設 値 (別冊 「 デ 



































@ 


ー タ プール 」 参 照 ) に よっ て 決ま り ま す 。 建 設 値 を 工業 レベ ル で 割っ た 数 値 (割り 
切れ な い 場 合 は 、 切 り 上 げ ) が 建設 に か か る 期間 に な り ま す 。 





建設 期間 = 建設 値 工業 レベ ル 





プラ ント は 完成 する まで レベ ル は 0 で す 。 





建設 を 選択 する と 、 建 設 コ マン ド 画 面 が 表示 され た 後に 、 惑 星 の メ ニュ ー が 
表示 され ます 。 

プラ ント を 建設 する 惑星 を 惑星 メニ ュー より 選択 する か 、 ま た は マッ プ 内 の 
惑星 表示 を 直接 マウ ス て で 選び ます 。 建設 用 の 惑星 画面 に 切り 替わり ます 


星系 の レベ ル 





① 惑 星 マ ッ プ 上 で プラ ント を 建設 し た い エ リア を 選ん で くだ さい 、。 
建設 エリ ア に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 惑 
星 マ ッ プ の 下 に エリ ア の 情報 が 表示 され ます 。 
そこ で 、 選 択 し た エリ ア に 建設 する な ら ば 、 も う | 度 左 ボ タン を クリ ッ ク 
し て くだ さい 。 次 頁 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 








——= プラ ント を 


に 必要 な コス ト 


現在 の 工業 レベ ル て 建 
る 予定 期間 
、 工 業 レ ベル 






② プ ラン トメ ニュ ー で 、 建 設 し た い プ ラン ト を 選び ます 。 次 の よう な メッ セ 
ー ジ が 表示 され ます 。 





プラ ント を 建設 し ます 
マウ ス の 左 ポ タン を クリ ッ ク し て くだ 
さい 





る 選ん だ プラ ント を 建設 する と き は 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 = 
の ター ン て で 建設 予定 の プラ ント メニ ュー が 表示 され ます 






スク ロー ル バ ー 多 


ISHIIHIHI 
ば (サビ テテ | 


④ 建 設 の 設定 が 全て 終了 し まし た ら [ENDI に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 を ボ 
タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 建設 コマ ンド 画面 の 最初 の メニ ュー に 戻り 
ます 。 まだ 設定 が 終了 し て いな い 場 合 は 、[NEXTI に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 
Ge BIG EO ッ ク し て くだ さい 。① の 建設 エリ ア の 選択 に 戻り 、 炊 

















設定 を 修正 し た いと き は 、 メ ニュ ー の 修正 し た い 箇 所 に マウ スカ ー ソ ル を 
合わ せ て 、 堪 ポ ボタン を クリ ッ ク し て くだ さい 。① の 設定 画面 に 戻り ます の 
で 、 修 正 し て くだ さい 。 





Wife 成 

プレ イヤ ー が 艦隊 の 合流 、 艦 隊 の 退役 を 行い た いと き に 、 こ の コマ ンド を 選 
択 し ます 。 
編成 コマ ンド 画面 


PL_E ED NE NE ON DE 
en 722/10 
we 


編成 コマ ンド メニ ュー 





編成 を 選択 する と 、 ま ず 編 成 コ マン ド 画 面 が 表示 され ます 。 次 の よう な メニ 
ュー が 表示 され ます の で 、 コ マン ド を 選ん で くだ さい 。 





on | 
合 it 
退 役 
@ 合流 


合流 は 先 に 選ん だ 艦隊 か ら 、 後 で 選ん だ 艦隊 に 懇 船 を 移し ます 。 

① 星 系 拡大 マッ プ 内 の 艦隊 表示 に 直接 マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 左 ボ タン を 
クリ ッ ク す る か 、 星 系 拡大 マッ プ の 左 に 表示 され て いる 艦隊 名 の メニ ュー 
か ら 選 択 す る か し て 合流 させ た い 艦 隊 を 選び ます 。 星 系 拡大 マッ プ に 合流 
可能 な 範囲 が 緑色 の 円 で 表示 され ます 。 

② 次 に 星系 拡大 マッ プ 内 の 艦隊 表示 に 直接 マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 左 ボ タ 
ン を クリ ッ ク す る か 、 星 系 拡大 マッ プ の 左 に 表示 され て いる 艦隊 名 の メニ 
ュー か ら 選 択 す る か し て 合流 可能 な 範囲 内 に 存在 する 艦隊 を 選び ます 。 

③ 合 流さ せ た い 艦隊 が 決定 する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
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④ 表 示さ れ た 艦船 の メニ ュー か ら 合 流さ せ た い 艦船 を 選び ます 。 数 値 入力 用 
の 画面 が 表示 され ます の で 、 合 流 後 の 艦船 の 数 を 入力 し ます 。 
⑤ 全 て の 入力 が 終わ り ま し た ら 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 編成 コ 
マン ド の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 
@ 退役 
星系 拡大 マッ プ 内 の 艦隊 表示 に 直接 マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 左 ボ タン を 
クリ ッ ク す る か 、 星 系 拡大 マッ プ の 左 に 表示 され て いる 艦隊 名 の メニ ュー か 
ら 選 択 す る か し て 退役 させ た い 艦 隊 を 選び ます 。 
退役 を させ た い 艦 隊 を 選ぶ と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 





この 艦隊 を 退役 させ ます 。 
マウ ス の 左 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ 
| さい 。 
に ーー _ : 
退役 させ た い 場 合 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 艦隊 は 退役 し 、 星 
系 拡大 マッ プ よ り 消 され 、 編 成 コ マン ド の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 
Bxeh 
プレ イヤ ー が 惑星 戦 を 仕掛 けた いと き に 、 こ の コマ ンド を 選択 し ます 。 
惑星 戦は 、 帝 国 の 植民 星系 、 帝 国 の 同盟 星系 、 中 立 星 系 の いずれ か の 惑星 で 
行え ます 。 惑星 戦は 、 目 標 と する 惑星 の 戦闘 区 域内 に 、 敵 艦隊 が 存在 する と き は 
































惑星 戦は 、 戦 闘 区 域内 に 入っ た 艦隊 で 行わ れ ま す 
@ 惑 星 戦 コ マン ド 画 面 
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メニ ュー 





紫色 : 未開 惑星 








① ま ず 星 系 拡大 マッ プ 内 の 惑星 表示 に 直接 マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 左 ポ ボタ 
ン を クリ ッ ク す る か 、 星 系 拡大 マッ プ の 右 に 表示 され て いる 惑星 名 の メニ 
ュー か ら 選 択 す る か し て 攻撃 目標 と する 惑星 を 選び ます 。 星 系 拡大 マッ プ 
内 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


② 星 系 拡大 マ 


れ 、 戦 闘 区 





表示 され ま 


③ 惑 星 戦 を 始 


り 惑 星 戦 モ 
目 を ご 覧 く 









円 の 内 側 に いる 艦隊 が 戦 
開 に 参加 する 


ッ プ 内 に は 選択 し た 惑星 を 中 心 に 赤色 の 円 で 戦闘 区 域 が 表示 さ 


域内 に いる 艦隊 名 の 表示 色 が 反転 し 、 次 の よう な メッ セー ジ が 
す 。 








惑星 戦 を 始め ます 。 | 
マウ ス の 左 ポ タン を クリ ッ ク し て くだ | 
さい 。 





め る と き は 、 左 ポ ボタン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 画面 が 切替 わ 
ー ド に な り ま す 。 惑星 戦 の 詳細 に つい て は 、 惑 星 戦 モ ー ド の 項 
だ さい 。 


惑星 戦 を 中 止 し た いと き は 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 惑星 戦 コ 


マン ド 画 面 
Ms RK, 


の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 


プレ イヤ ー が 艦隊 戦 を 仕掛 けた いと き に 、 こ の コマ ンド を 選択 し ます 。 





艦隊 戦は 、 帝 
艦隊 と 行え ます 








国 の 植民 星系 、 帝 国 の 同盟 星系 、 立 星系 の いずれ か に 属す る 
艦隊 戦 で は 同時 に 坪 み ー サ ー の 異な る 星系 の 艦隊 と 戦う こと 























は で きま せん 。 も し その よう な 状況 に な っ つた と き は 、- 帝 国 の 植 長 星系 一 帝国 の - 
~ 詞 明 量 素 一 中 幸 星 系 の 順に 艦隊 戦は 行わ れ ま す 。 
艦隊 戦は 戦闘 区 域内 に 入っ た 艦隊 で 行わ れ ま す 。 
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@ 艦隊 戦 コ マン ド 画 面 
L_ 1 1 1 1 ec H | 






プ ブレー ヤー 攻撃 能 隊 


メニ ュー 
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ニュ ー 





① ま ず 星 系 拡大 マッ プ 内 の 艦隊 表示 に 直接 マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 左 ボ タ 
ン を クリ ッ ク す る か 、 星 系 拡大 マッ プ の 左 に 表示 され て いる 艦隊 名 の メニ 
ュー か ら 選 択 す る か し て 戦闘 に 参加 させ る 艦隊 を 選び ます 。 星系 拡大 マッ 


プ 内 に 次 の よう に 表示 され ます 。 






戦闘 区 域 
選択 され た 艦隊 を 中 心 に 
赤色 の 円 で 表示 され る 
円 の 内 側 に いる 能 隊 が 戦 
聞 に 参加 する 


























② 星 系 拡大 マッ プ 内 に は 選択 し た 艦隊 を 中 心 に 赤色 の F で 戦闘 区 域 が 表示 さ 
れ 、 戦 闘 区 域内 に いる 艇 隊 名 の 表示 色 が 反転 し 、 次 の よう な メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 





| 朋 隊 戦 を 始め ます 。 
マウ ス の 在 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ 
| さい 。 





③ 艦 隊 戦 を 始め る と き は 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 画 面 が 切り 替 
わり 艦隊 戦 モ ー ド に な り ま す 。 艦 隊 戦 の 詳細 に つい て は 、 艦隊 戦 モ ー ド の 
項目 を ご 覧 くだ さい 。 
艦隊 戦 を 中 止 し た いと き は 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 艦隊 戦 コ 
マン ド 画 面 の 最初 の メニ ュー に 戻り ます 。 





图 


Bi 報 
情報 を 選択 する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
@ 星系 情報 





情報 を 見 終え まし た ら 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 星 系 コマ ンド 画 
面 に 戻り ます 











き 艦隊 戦 参 加 の 条件 
e タ イム スケ ー ル の 設定 OC 
© 艦隊 戦 の 開始 … 
© 艦隊 の 撤退 
@ ERE Buk: 
e 艦隊 戦 の 終了 … 
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rh や 
艦隊 戦 モ ー ド 
艦隊 戦 モ ー ド に 入る と 次 の 画面 に 切り 替わり ます 。 以下 順に 説明 し ます 。 


艦隊 戦は 、 新 し い 試 み と し て 、 そ れ ぞ れ の 司令 官 の 心理 係数 に 従っ た 人 工 知 
能 に より 自動 的 に 移動 、 攻 撃 を 繰り 返し て いき ます 。 








プ ブレー ヤー 攻撃 艦隊 


画 艦 隊 戦 参加 の 条件 

艦隊 戦 を 選択 する と 、 そ の 艦隊 を 中 心 に 戦闘 区 域 が 設定 され ます 。 戦 闘 区 
内 に 存在 する 艦隊 は 、 す べ て 艦隊 戦 に 参加 し ます 。 
画 タ イム スケ ー ル の 設定 

艦隊 戦 モ ー ド に 入る と 、 艦 隊 戦 の スピ ー ド を ! から 5 の 中 か ら 選 ん で くだ さ 
い 。 数字 が 小さ い ほ ど 速 く 、 大 きく な る ほど 遅く な り ま す 。 ス ピー ド の 設定 が 
終了 する と 戦闘 が 始ま り ま す 
画 艦 隊 戦 の 開始 

艦隊 戦は 、 そ れ ぞ れ の 司令 官 の 心理 係数 に よっ て 自動 的 に 移動 し 攻撃 を 行い 
ます 。 それ ぞ れ の 戦闘 状況 が 、 画 面 下 中央 に 表示 され ます 。 








& 














BARB OHGR 
戦闘 中 に 左 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 マ ウス カー ソル が 表示 され ます 。 撤 退 
させ た い 艦 隊 に 合わ せ て 左 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 下 の よう な メッ セー ジ が 





® 


表示 され ます 。 搬 退 さ せ た い と き は 「YES」 を 、 戦 闘 を 継続 し た いと き は 「NO] 
を 選ん で くだ さい 。 








また 、 戦 闘 中 に 司令 宣 側 か ら 搬 退 の 要請 を し て くる 場合 が あり ます 。 その 場 
合 も 撤退 させ た いと き は 「YES」 を 、 戦闘 を 継続 し た いと き は 「NO」 を 選ん で さく 
だ さい 。 





画 艦 隊 戦 の 中 』 
「 敵 艦隊 を 攻撃 し ます ] と いう メッ セー ジ が 表示 中 に 、 右 ポ ボタン を クリ ッ ク す 
る と 艦隊 戦 が 中 止 で きま す 。 し か し これ 以後 は 、 艦 隊 戦 の 中 止 は で きま せん の 
で 、 注 意 し て くだ さい 。 
画 艦 隊 戦 の 終了 
艦隊 戦は 、 戦 闘 区 域内 に 敵 か 味方 の どちら か の 艦隊 が 全く 存在 し が く な る ま 
で 、 続 きま す 。 





























e 惑星 戦 の 総合 司令 官 の 任命 … 
® 惑星 攻撃 する エリ ア の 選択 





e 惑 時 攻撃 の 設定 oo @ 
Pe: te ep) Gee ee ee の 


e 惑星 攻撃 の 中 正 …… ド ドー - @ 
@ORSWE CORR £2 @ 





aS aod 
惑星 戦 モ ー ド 
惑星 戦 の モー ド に 入る と 、 次 の 画面 に 切り 替わり ます 。 以下 順に 説明 し ます 。 
惑星 戦 で は 、 軌 道 ビ ー ム 攻撃 、DA 降下 攻撃 の 2 種類 が あり ます 。 軌道 ピー ム 
で プラ ント 攻撃 に 成功 し 全 減 させ た 場合 、 プ ラン ト は 消滅 し ます 
DA の 降下 で プラ ント 攻撃 に 成功 し 全 減 させ た 場合 、 プ ラン ト は 残り ます 。 た 
だ し プラ ント の レベ ル は 0 で す 。 
惑星 戦 で 、 主 星 を 攻略 する と その 星系 は 、 植 民 星 系 と な り ま す 。 
| 度 に 攻撃 で きる エリ ア は 、 5 ケ所 で す 。 








攻撃 艦隊 の 総 


画 惑 星 戦 の 総合 司令 官 の 任命 

艦隊 名 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 司 令 官 の 顔 、 
名 前 、 戦 力 等 が 表示 され ます 。 

総合 司令 官 の 任命 が 終了 し まし た ら 、 右 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
画 惑 星 攻 撃 す る エリ ア の 選択 

惑星 マッ プ 上 て 攻撃 し た い エ リア を 選ん で くだ さい 。 

攻撃 目標 エリ ア に 、 マ ウス カー ソル を 合わ せ て 、 左 ポ ボタン を クリ ッ ク し ます . 
惑星 マッ プ の 下 に エリ ア の 情報 が 表示 され ます 。 

選択 し た エリ ア を 攻撃 する な ら ば 、 もう一度 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さ 
い 。 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 








画 惑 星 攻 撃 の 設定 
惑星 戦 で の 攻撃 方 法 は 、 軌 道 ビ ー ム 攻撃 と DA の 降下 攻撃 の 2 種類 が あり ま 
す 
@ 軌 道 ビ ー ム 攻撃 の 設定 
艦隊 メニ ュー で ビー ム を 選択 する と 、 数 値 入力 用 の 画面 が 表示 され ます 
軌道 ビー ム で 使用 する y2 (エネ ルギー) の 量 を 入力 し て くだ さい 
e DA の 降下 攻撃 の 設定 
艦隊 メニ ュー で DA を 選択 する と 、 数 値 入力 用 の 画面 が 表示 され ます 。 降 下 
させ る DA の 数 を 入力 し て くだ さい 
攻撃 の 設定 が 終わ り ま し た ら 、[Eter] の 位置 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 
て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 
攻撃 設定 の 数 値 を 0 クリ ア し た いと き に は 、[6aneel の 位置 に マウ スカ ー ソ 
ル を 合わ せ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 
攻撃 の 設定 が 終了 する と 、 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 





画 惑 星 攻撃 の 開始 

攻撃 の 設定 が 全て 終了 し まし た ら 還 呆 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 左 ボタ 
ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 攻 撃 が 開始 され ます 

まだ 設定 が 終っ て な い 場 合 は 、 軸 錠 半 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 左 ポタ ン 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 攻 撃 地点 の 選択 に 戻り 、 次 の 設定 が 行え ます 。 





の 


設定 を 修正 し た いと き は 、 メ ニュ ー の 修正 し た い 設 定 に マウ スカ ー ソ ル を 合 
わせ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 攻撃 地点 の 選択 に 戻り ます の て 修 
TE LES PRN, 

一 惑星 攻撃 の 中 止 

惑星 攻撃 を 中 止 し た いと き は 、 攻 撃 目 標 に 何 も 設 定 さ れ て いな い 状 態 で 此 N 
に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
BREWER CORK 

惑星 へ の 攻撃 が 始ま る と 、 戦 闘 状 況 が メッ セー ジ と グラ フィ ックス で 、 RA 
に 表示 され て 行き ます 。 戦 闘 状況 に は 、 攻 撃 戦 力 の 表示 、 戦 闘 結果 な ど が あり 
ます 。 
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開発 後記 


どう も お また せ し ま し た 。DAIVA 98 版 「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 」 が 発売 と な り 
まし た 。 

あれ は |I0 カ 月 ぐら い 前 だ っ た か 、 私 は いつ の ま に や ら 「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] 
の 開発 を 手がけ る こと に な っ て し まっ て いた 。 

その と き は 、 8 ビッ ト 版 の アク ショ ン シ ー ン を そこ そこ の 戦術 シミ ュ レ ー 
ショ ン に 変え て な ど と あま いこ と を 考え て いた の だ が 、 ア スラ の 息 念 か は た 
また DAIVA の た た りか 、 だ ん だ ん と の め り こ ん で いっ て し まっ た の だ 。 

そう こう し て いる うち に 締切 が 近づい て き て 、 私 は 、 私 の お な か の よう に 
膨らん で し まっ た 仕様 を みて 自分 を 呪い 、 見 る の も いや に な る よう な 膨大 な 
デー タ に 目 を 血 走 ら せ 、 思 う よ う に 動い て くれ な い AI の 司令 官 を 怒鳴 り 散 
らし 、 つ い に は 、 い や が る 開発 部 員 を 館 と 鞭 で デバ パッ グ さ せ 、 や っ と 完成 の 
日 の 目 を 見 る こと が で きた の だ っ た 。 め で た し 、 め で た し 。 

話 は 変わ っ て 、「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] で は シミ ュ レ ーション の バラ ンス の た 
め ア ド ベ ンチ ャ ー 的 な 要素 は 、 惜 し くも 消え て し まい まし た 。 楽し み に し て 
いた 人 ご めん な さい 。 





Wn 





で は 最後 に 、 
「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ]」 の シヴァ ・ ル ドラ は 手ごわい ぜ 、 み ん な ガン バッ テ 
くれ ! 開発 部 太田 

















私 は 太田 さん の 推薦 (陰謀 ? ) で 、98 版 DAIVA の 開発 に 、 引 きず り 困 れ た 、 
ウエ ポン こと 植村 で す 。 

何 を 隠 そ うこ の ウエ ポン (以前 は ジェ ミー だ っ た ) と いう 名 前 も 、 太 田 さ 
ん が 、 何 気 な く 付 け て くれ た 名 前 (本 当 は 、 気 に 入ら な い の だ が 、 こ の まま 
ペン ネー ム に し て し まお うか と 思っ て いま す ? ) な の だ が 、 そ れ が 徐々 に 開 
発 部 全体 に 広まり つつ あり 、 恐 怖 に 身 居 い し て いる 今日 この 頃 で す 。 

た だ で さえ 毎日 、 太 田 さ ん に いじ め ら れ て いる の に ……… 117 この 文 
章 を 書い て いる 今 で も 、 内 藤 さ ん と 一 緒 に な っ て 、「 頭 ぼけ て る ん じゃ な い 。] 
て 言う ん で す よ 。 ディスプレイ に は 、 怪 奇 現象 ? (画面 が 一 瞬 消え そう に な 
大凡? 了) が 起こ る し 、 も う 踏 ん だ り 跳 っ た り の 毎日 で す 。 

さて 話 は か わり ます が 、 皆 さん 「 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 ] は いか が で し た 、 楽 
し ん で いた だ け ま し た か 7? (まだ の 人 は 、 さ っ そく PLAY し て みて くだ さい 。) 
楽し ん で いた だ けれ ば 、 制作 者 の 一 人 と し て 大 変 嬉し く 思 う の で す が 。 DAIVA 
は 、 何 回 PLAY し て も 飽き な い GAME だ と 思っ て いま す 。 皆 さん ぜひ と も 繰り 
返し 遊ん で くだ さい ね 私 は 、 お も に 惑星 戦 を 担当 し まし た が 、 い か が で 
LED? ぜひ と も 感想 を 、 手 紙 に 書い て 送っ て くだ さい ネ 。 

以上 、 ウ エボ ポジ こ と 植村 で し た 。 
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「DAIVA」 開 発 ス タッ フ 


PC-880IMKU GRIEG : 内 藤 時 洗 
1 担当 : 守 宮 sbi 

































































MBX 担当 : 浜谷 浩 彦 
FM-77AV 担 当 : 太 真 

MSX 担 当 : 小食 正 

シミ ュ レ ーション 担当 : 加藤 英治 
『 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 担当 : 太田 真 

アシ スタ ント ブロ グラ マー : 西脇 健太 郎 
: 前 田 昌 

『 カ リ ・ ユ ガ の 光輝 』 ア シス タン トブ プロ グラ マー: 宮野 良夫 

: 植村 浩二 

グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ナー : 中 島 健二 

: 三浦 か よ 子 

: 增 功 

: 服部 由 慈 

ミュ ー ジ ッ ク 担 当 : 是 茂 

: 丸山 恵 市 

: 浅倉 ATT 

基本 シナ リオ : 吉川 泰生 








ディ レク ター : 横山 英二 


T&E SOFT ユー ザー ズクラブ 会 


大 々 的 に 募集 中 メ 





















会 員 に な り ま す と 、 ま すず 会 員 証 ①、 会 員 バ ッ 
チ ②、 年 4 回 発行 し て いま す T&E マガ ジン ③、 
T&E SOFT の 新 製品 情報 を 満載 し た 、T&E プレ 
A (新聞 、 隔 月 発行 ) ④、T&E 特製 ゴン ダー ス 
テッ カー な ど を お 送り し ます 。 さら に T&E オリ 
ジ ナ ル グ ッ ズ ⑤ の 割引 販売 、 会 員 な ど を 対象 と 
し た イベ ント に 参加 で きま す 。( 綴 込み の 郵便 振替 
用 紙 を ご 利用 下さ い 。) 87 年 は 8 月 に "ATTACK " 
87 in OSAKA” と 題し まし て 、 ユ ー ザ ー と 当社 開 
発 員 が いっ し ょ に イベ ント を 楽し み ま し た 。 当 
社 製作 ゲー ム の 開発 秘話 や 攻略 法 、0Q&A な ど を 
行い まし た 。 ま た 、 来 場 さ れ た 会 員 に は ミュ ー 
ジッ ク テ ー プ な ど を プレ ゼン ト し て お り ま す 。 
次 回 の イベ ント も 盛り 沢山 の 内 容 で 企画 し て お 
り ま す 。 現在 、T&E SOFT で は 、 ユ ー ザ ー ズ ク 
ラブ 会 員 を 大 募集 し て お り ま す 。 ふ る っ て 御 入 
会 下さ い 。 入 会 要領 は 下記 の と お り で す 。 





























会 要領 鑑 住 所 (TEL) 借 氏 名 (フリ ガ ナ を 必ず ) 食 年齢 (生年 月 日 も 記入 の こ と )§ 
職業 (学校 名 ) 才 所有 の パソ コン 機種 名 及び シス テム (パソ コン を も っ て い 
な い 方 で も 結構 で す 。) を 明記 の 上 、 入 会 金 300 円 、 年 会 費 1,000 円 を 現金 書留 
か 綴 込 み の 郵便 振替 用 紙 に て 下記 まで お 申し 込み くだ さい 。 な お 、 会 員 証 作 
成 に 3 週間 ほど か か り ま す 。 


























株 式 会 社 テ ィ ー ア ンド イー ソフ ト 
「T&E SOFT ユー ザー ズクラブ 係 」 
〒465 名 古屋 市 名 東 区 豊 が 丘 1810 番 地 
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TRE SOFT ユー ザー ズクラブ 入会 ・ 継 続 手続 , 
通信 販売 の 御 案内 


今 迄 ユー ザー ズクラブ 入会 や 通信 販売 の 際 に は 、 現 金 書 留 に て 手続 き 





を し て いた だ いて お り ま し た が 、 何 か と 不便 だ と 言う 苦情 を いた だ きま 
し た 。 そ こ で 、 か ね て より 送金 等 の 安全 か つ 簡 略 化 を 検討 し て まい り ま し 
た 結果 、 今 後 郵便 振替 を 利用 し て いた だ く 事 に より 、 安 全 か つ 簡 略 な 方 法 
で 通信 販売 が 御 利 用 いた だ ける よう に な り ま し た 。 





















































専用 の 払込 票 は カタ ログ 請求 の 際 な ど に お 送り いた し ます が 、 ユ ー ザ 








ー ズ クラ ブ 会 員 の 方 は 定期 的 に お 送り いた し ます 。 記 入 例 を 参照 の 上 , 記 
入 も れ や , まち が い の な いよ うに 記入 の 上 , 料金 と 申込 用 紙 を 最寄り の 郵 
便 局 に お 出し 下さ い 。 
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